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第 1 章 計画の目的と位置づけ 

1．計画の目的 

地域の暮らしと産業を支え、豊かで暮らしやすい地域づくりや、個性・活力のある地

域の振興を図る上で「移動」は欠かせない手段です。しかし、近年は、高齢者の運転免

許証の返納の増加など公共交通に対する需要は高まっているのに対して、人口減少の進

展、運転手不足の深刻化や高齢化、公共交通を確保・維持するための公的負担の増加等

により、公共交通の維持は容易ではなくなってきています。 

わが国でこれまで続いてきた、「民間の交通事業者が収益を確保できる形で公共交通

を担う」という構造が難しくなってきている中で、地方公共団体が中心となり、多様な

関係者が連携することで、地域の暮らしと産業を支える移動手段を確保することがます

ます必要とされています。 

また、地域における移動手段の維持・確保は、交通分野の課題解決にとどまらず、ま

ちづくり、観光振興、更には健康、福祉、教育、環境等の様々な分野で大きな効果をも

たらします。地域公共交通を確保・維持することは、地域社会全体の価値を高めること

に直結しますので、地域の総合行政を担う地方公共団体が中心となって、地域戦略の一

環として取り組んでいくことが求められるようになっています。 

そこで、瑞浪市では、市民の移動手段を確保することができるよう、市民・利用者等

の多様な移動ニーズや利用実態を把握・評価した上で、本市における地域公共交通の課

題を整理し、交通事業者等や住民などの地域の関係者と協議しながら、「地域にとって

望ましい地域旅客運送サービスの姿」を明らかにする「瑞浪市地域公共交通計画」（以

下、「本計画」という。）を策定しました。 

 

2．計画の区域 

計画の区域は、瑞浪市全域を対象とします。 

 

3．計画の計画期間 

 

計画期間は、令和 6 年度～令和 10 年度までの 5 年間とします。 
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4．計画の位置づけ 

本計画は、令和５年10月１日に改正法が施行された「地域公共交通の活性化及び再生

に関する法律」に基づき策定するものです。 

また、第 7 次瑞浪市総合計画のまちづくり方針「持続可能なまちづくり」の公共交通

の施策展開に基づき、本市の公共交通施策の取組方針を定めるものです。 

 

図 本計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
5．ＳＤＧs（持続可能な開発目標）への対応 

2015 年の国連サミットで、2030 年に向け、持続可能な世界を実現するための 17 のゴ

ールと 169 のターゲットで構成された国際的な持続可能な開発目標（Sustainable 

Development Goals、以下、SDGs）が採択されました。我が国でも、関係行政機関相互

の緊密な連携を図り、総合的かつ効果的に推進するため、全国務大臣を構成員とする持

続可能な開発目標推進本部を設置して SDGs に係る施策に取り組んでいます。 

169 のターゲットの 1 つ、11.2 では「2030 年までに、脆弱の立場にある人々、女性、

子ども、障がい者、及び高齢者のニーズに特に配慮し、公共交通機関の拡大などを通じ

た交通の安全性改善により、すべての人々に、安全かつ安価で容易に利用できる、持続

可能な輸送システムへのアクセスを提供する。」と掲げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国連広報センターHP 

  

 

整合 【関連計画】 
・瑞浪市都市計画マスタープラン 

・瑞浪市立地適正化計画   など 
瑞浪市 

地域公共交通計画 

整合 整合 

整合 

【上位計画】 第７次瑞浪市総合計画 
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第 2 章 地域の概況 

1．人口・世帯の状況 

（1）人口・世帯の状況 
国勢調査によると、令和 2 年の人口は 37,150 人、世帯数は 14,521 世帯、一世帯あた

り人員は 2.56 人となっており、人口は減少傾向、世帯数は増加傾向となっています。 

3 区分別人口をみると、年少人口は 4,187 人（11.3％）、生産年齢人口は 21,105 人

（57.2％）、老年人口は 11,639 人（31.5％）となっており、年少人口は減少傾向、老年

人口は増加傾向にあり、少子高齢化が進行しています。 

 

図 人口・世帯推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

図 3 区分別人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：合計値は年齢不詳を含む。割合は年齢不詳を除いた値に占める割合。 

資料：国勢調査
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（2）高齢者世帯の状況 
高齢者世帯（高齢夫婦世帯と高齢単身世帯の合計）をみると、年々増加傾向にあり、

令和 2 年には 3,593 世帯と、総世帯の 24.7％を占めています。 

特に、高齢単身世帯の増加が顕著で、令和 2 年には 1,694 世帯と、9 世帯に 1 世帯は

高齢単身世帯となっています。 

 

図 高齢者世帯推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

（3）小学生・中学生の状況 
小学生・中学生の推移をみると、小学生は横ばいで推移しているものの、中学生が減

少傾向となっており、小学生・中学生の合計は減少傾向となっています。 

 

図 小学生・中学生数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：各年 5月 1 日時点。中学生数は麗澤瑞浪中学校の生徒を含む。 

資料：瑞浪市統計書 
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（4）地区別の状況 
地区別の人口数をみると、瑞浪地区、明世地区以外は減少傾向となっています。 

高齢化率（65 歳以上人口の割合）をみると、日吉、釜戸、陶地区では 4 割を超えてお

り、大湫地区では 57.6％と、半数以上が高齢者となっています。 

 

図 地区別人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

図 地区別高齢化率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和 2年国勢調査 
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2．通勤・通学動向 

令和 2 年の国勢調査によると、通勤通学により市外への流出人口は、9,627 人、流入

人口 7,015 人で、2,612 人の流出超過になっています。 

市町別にみると、名古屋市への流出超過が大きくなっています。 

 

図 通勤・通学流動（令和 2 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※流出入人口 100 人以上の市町のみ 

資料：令和 2年国勢調査 

 

3．運転免許証保有・自主返納状況 

市民の自動車運転免許証保有者数は令和 4 年時点で、25,751 人となっており、近年は

減少傾向となっています。免許証の自主返納者数は、毎年 100 人前後となっています。 

 

図 運転免許証保有者数・自主返納者数推移 
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4．観光入込客数 

観光入込客数をみると、年間 110 万人程度が本市を訪れています。 

令和 4 年の観光地点別来訪者をみると、ゴルフ場への来訪者が約 5 割、きなぁた瑞浪

への来訪者が約 4 割を占めており、その他の観光地点に来訪する人は 1 割程度となって

います。 

 

図 瑞浪市への観光入込客数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：岐阜県観光入込客統計調査 

 

図 観光地点別観光入込客数（令和 4 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和 4年岐阜県観光入込客統計調査
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第 3 章 上位・関連計画等 

1．第 7次瑞浪市総合計画 

（令和 6 年 3 月策定。目標年：令和 15（2033）年） 
 

○基本構想 
将来都市像 

幸せ実感都市みずなみ  ～いっしょに創ろう 夢ある未来～ 

 

○基本計画 
持続可能なまちづくり 

環境問題や省エネルギー・新エネルギーへの取組を強化しつつ、しなやかで強靭な都

市基盤と利便性の高い公共交通の構築を進めます。また、本市での安全・安心な暮らし

がつづけられるよう、自助・共助・公助の連携による防災・防犯体制の強化を図るとと

もに、質の高い行財政運営を進めるため行政改革に取り組むなど、“持続可能なまちづ

くり”を推進します。 

 

■公共交通 
 

（1）総合的な公共交通体系の構築 

・瑞浪市地域公共交通計画に基づき、交通分野における DX を念頭に置きながら、地

域のあらゆる交通手段を最大限に活用した、共創による公共交通体系の整備に取り

組みます。 

・公共交通機関の利用を促進するなど、自家用車がなくても気軽に移動できるまちづ

くりを地域とともに推進します。 

 

（2）利便性の高いコミュニティバス・デマンド交通の運行 

・利用者負担やニーズを踏まえた持続可能で利用しやすいコミュニティバス・デマン

ド交通の運行を維持します。 

・わかりやすい時刻表や路線図の表示に努め、親しまれるコミュニティバス・デマン

ド交通を目指します。 

  



9 

2．瑞浪市立地適正化計画 

（令和 3 年 4 月策定。目標年：令和 17（2035）年） 
 

○基本的な方針 
＜中心市街地での都市機能維持と周辺地域との交通ネットワーク強化＞ 

いつまでも安心で快適に暮らせる瑞浪市とするため、人口減少が進む中でも、人口を

集約することで人口密度を維持し、瑞浪市内で必要な生活サービスが維持される区域を

設定し、都市機能を維持していくことを目指します。現在の機能立地の状況と、将来の

人口推計等により、瑞浪市の中心市街地をその区域とします。また、交通ネットワーク

を強化し、中心部市街地へのアクセスを容易にすることで、周辺地域でも暮らし続ける

ことができる生活環境を維持していきます。 

 

図 目指すべき都市の骨格構造イメージ 
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○交通ネットワークを維持・強化するための施策 
1． 公共交通の利便性向上に向けた取組 
（1）コミュニティバスの効率的で持続可能な運行 

公共交通機関の機能分担と連携強化によるネットワークの再構築、効率的で持続可能

な公共交通を目指すために、コミュニティバスの再編に取り組みます。 

地域やバス事業者等と協議・調整を図りつつ、コミュニティバスの運行ルート及びサ

ービス水準（ダイヤ、運行日、運賃）を適宜見直していきます。 

地区要望の集約、利用者の需要を把握し、運行体系に反映するとともに、市民に地域

の公共交通は地域で守るという意識を涵養し、利用促進を図ります。 

 

（2）公共交通機関相互の連携協力 

市内の交通ネットワークの強化や、中心部への移動の利便性や交流人口の増加に向け

て、鉄道や民間路線バス、コミュニティバス等の公共交通機関相互が連携し、その機能

を最大限に発揮するため、運行ダイヤの接続に配慮します。東鉄バス路線を地域間幹線

としてとらえ、瑞浪駅前のバス停にてコミュニティバス及びデマンド交通との接続を行

うものとして、各公共交通機関を有機的に結び付け、公共交通網を形成しています。 

コミュニティバス、デマンド交通、民間路線バス、タクシー、鉄道の各公共交通機関

を有機的に連携させ、公共交通網として利用者が使いやすい運行ダイヤの作成に努めま

す。 

 

（3）一般市民を対象とした利用促進活動の実施 

将来のバス利用者である児童や一般市民を対象に、民間路線バスやコミュニティバス

等の存在や必要性を認識してもらうとともに、マイバス意識の醸成や利用促進を図る上

で、広報活動や地域住民と一体となった取組を実施します。 

市広報紙への記事掲載、市ホームページ等により、公共交通の利用ＰＲを行い、市民

の公共交通の利用促進を図ります。 

 

（4）交通ネットワーク強化のための道路改良事業 

中心部や各拠点を結ぶ交通ネットワークの強化のため、拠点間を結ぶ道路の改良と、

適切な維持管理を行います。 
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3．瑞浪市都市計画マスタープラン 

（令和 6 年７月策定見込み。目標年：令和 17（2035）年） 
 

○まちづくりのテーマ 
【快適で活力に満ちた交流共生都市】 

 

○まちづくりの目標 
・安心・快適で利便性の高い生活環境都市づくり 

・活力ある産業交流都市づくり 

・うるおいのある魅力的な自然・歴史文化都市づくり 

 

○将来都市構造 
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○交通施設の整備方針 
■鉄道 

本市の鉄道は、ＪＲ中央本線が市域を横断しており、瑞浪駅、釜戸駅の 2 駅が設置さ

れています。 

鉄道は、通勤・通学をはじめとする市民生活を支える大量輸送の交通機関であり、輸

送力の強化や快適性・利便性の向上を関係機関に働きかけていきます。 

また、早期開通を目指すリニア中央新幹線開通により、大きな経済波及効果が見込ま

れることから、広域的な交通軸の形成のために各種関係団体と調整を図ります。 

 

■バス等 
コミュニティバス及びデマンド交通については、民間路線バスと共に、本市の中心部

と周辺部を連絡し、自動車を持たない市民にとっての重要な公共交通移動手段であり、

地域の生活環境を維持する観点からも存続のための財政措置を継続します。このため、

コミュニティバス等については、ニーズを踏まえた路線再編や利便性の向上、地域住民

と一体となった利用促進活動の実施による持続可能な仕組みづくりを図ります。また、

周辺地域との交通ネットワーク強化による一体的な都市圏づくりや交通ネットワークの

強化による市街地への連絡性の強化を進めていくとともに、新技術等を活用しながらそ

の機能の維持・充実を図ることで、公共交通体系の再構築に向けた取組を進めます。さ

らに、スクールバス等の地域内の多様な輸送資源の確保と有効活用にも努め、効率的か

つ効果的な交通体系の実現を目指します。 

 

■その他の交通施設 
（1）駅前広場 

瑞浪駅南地区では市街地再開発事業による駅前広場の拡張、歩行者空間の改良を行い、

便利で居心地が良く、歩きたくなるまちなみを目指します。 

 

（2）駐車場・駐輪場 

駐車場や駐輪場の整備については、公共公益施設や商業施設などの駅周辺施設におい

て、需要にあわせた整備・指導を図り、快適で安全な道路環境の維持に努め、鉄道利用

者や駅周辺施設利用者、通勤・通学者の利便性の向上に努めます。 
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4．近年の国内動向 

（1）人口減少・少子高齢化の加速 
国立社会保障・人口問題研究所によると、総人口は令和38年には1億人を割り込むと

予測されており、50年後には現在の7割に減少、65歳以上人口がおよそ4割を占めると

想定されています。年齢 3 区分別に見ると、年少人口（0～14 歳）及び生産年齢人口

（15～64歳）は減り続け、一方で老年人口（65歳以上）の割合が増加すると想定されて

います。 

 

（2）運転手不足・高齢化 
バスやタクシーといった地域公共交通の運転手は、地域公共交通を維持していく上で

必要不可欠で貴重な人材です。しかし、近年、全国の自動車運転業務の有効求人倍率は、

全業種平均の約 2 倍となっているなど、路線バスやタクシーなどの自動車運転業務の人

手不足が深刻化してきています。また、運転手の不足により、路線の減便や縮小、廃止

といったケースもみられるようになってきています。 

路線バスを運転するために必要な大型二種免許証の取得者数も減少しており、加えて、

免許証保有者の半数近くが 65 歳以上を占めるなど、高齢化も進んでいます。 

 

（3）交通に関する技術革新の進展 
近年、デジタル技術が急速に進展し、ビッグデータやＡＩなどを様々な分野で活用し

ていくデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の動きが活発化しています。 

交通分野においても、自動運転やＭａａＳ（マース：Mobility as a Service）、ＡＩ

を活用したデマンド交通、スマートフォンによるタクシー配車アプリを用いた配車予約

など新たな技術を活用したモビリティサービスの実装に向けた取組が進められています。 

 

（4）旅客運送 2024 年問題 
バス・タクシーを運転するために必要な第二種免許証の保有者数は、年々減少を続け

ており、令和 2 年度では平成 10 年度に比べて 7 割以下にまで減少しています。また、

2024 年 4 月から、バス・タクシー運転手の拘束時間の上限、休息時間についての改正基

準が適用されます。これらの要因から一時的に運転手不足に拍車がかかり、路線バスの

減便やコミュニティバスの受託困難、タクシー不足となる可能性が懸念されています。 

 

（5）日本版ライドシェア制度の導入 
一般ドライバーが自家用車を使って有償で他人を送迎する「ライドシェア」について、

「デジタル行財政改革中間とりまとめ（案）」（第３回デジタル行財政改革会議）で、

「現状のタクシー事業では不足している移動の足を、地域の自家用車や一般ドライバー

を活かしたライドシェアにより補うこととし、すみやかにタクシー事業者の運行管理の

下での新たな仕組みを創設する。」と示されました。  
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第 4 章 地域公共交通の現況 
 

1．公共交通ネットワーク 

瑞浪市の公共交通は、鉄道（JR中央線）、路線バス2路線、コミュニティバス9路線、

デマンド交通「いこ Car」3 ルート及びタクシー4 事業者が利用できる状況となっていま

す。また、恵那市自主運行バスが瑞浪駅まで運行されています。 

 

図 瑞浪市内の公共交通（JR、路線バス、コミュニティバス、デマンド交通） 
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2．鉄道 

（1）運行本数 
ＪＲ中央線は、普通、快速、ホームライナーが運行しており、昼間は 1 時間に 3 本程

度の快速が運行されています。 

 

表 ＪＲ中央線瑞浪駅の運行状況 

 平日 土休日 

運行時間帯 運行本数 運行時間帯 運行本数 

名古屋方面 

＜上り＞ 
5：30～22：48 

普通 14 本 

快速 40 本 

ﾎｰﾑﾗｲﾅｰ 2 本 

5：30～22：48 
普通 13 本 

快速 40 本 

中津川方面 

＜下り＞ 
6：12～23：57 

普通 5 本 

快速 36 本 
6：12～23：57 

普通 5 本 

快速 36 本 

令和 5年 9 月１日現在 

 

（2）主要駅の乗車人員 
近年の各駅の乗車人員をみると、コロナ禍前の令和元年度までは瑞浪駅で約 171 万人

程度、釜戸駅で約10万人となっています。コロナ禍の影響をうけ、令和2年度は両駅と

も 25％程度減となっており、令和 3 年度はやや持ち直すもコロナ禍前の水準には戻って

いません。 

 

図 市内主要駅の年間乗車人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：岐阜県統計書 
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3．路線バス 

（1）便数 
瑞浪市内の路線バスは、瑞浪駅を起点として、土岐市東駄知地区を経由してJR多治見

駅を結ぶ瑞浪=東駄知=多治見線、明知鉄道明智駅を結ぶ明智線の 2 路線があります。い

ずれも東濃鉄道株式会社が運行しています。 

2 路線とも朝夕の通勤・通学時間帯を中心に、平日は 6～9 便程度、土休日は 3～5 便

程度が運行されています。 

 

表 路線バスの運行状況 

 運行本数※ 

平日 土休日 

瑞浪=東駄知=多治見線 
上り[多治見駅行] 6 便 4 便 

下り[瑞浪駅行] 6 便 3 便 

明智線 
上り[瑞浪駅行] 9 便 5 便 

下り[明智駅行] 9 便 5 便 

令和 5年 10 月 10 日現在 

注：瑞浪市内に限る 

 

（2）利用者数 
近年の路線バスの乗車人員をみると、コロナ禍前の令和元年度までは、年間約 13～15

万人、一日当たり 400 人程度となっています。令和 2 年度、3 年度は大きく減少し、コ

ロナ禍前の水準には戻っていません。 

 

図 路線バス乗車人員推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：瑞浪市内に限る 

資料：瑞浪市統計書 
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（3）運賃 
瑞浪駅から市内のバス停への運賃をみると、初乗り 170 円、瑞浪=東駄知=多治見線は

市内最大 310 円（石橋バス停）、明智線は市内最大 570 円（吹越バス停）となっていま

す。 

 

表 路線バスの運賃（瑞浪駅前からの片道運賃） 

瑞浪=東駄知=多治見線   明智線  

バス停 運賃 バス停 運賃 

～一色 170 円 ～益見橋 170 円 

～下山田 190 円 ～萩原口 220 円 

～上山田 260 円 ～小里 270 円 

～石橋 310 円 ～山の田 330 円 

～東駄知 1 380 円 ～下川折 380 円 

～南山公園前 1 390 円 ～川折 430 円 

～山神 1 470 円 ～田尻 500 円 

～山神温泉口 1 520 円 ～大川 530 円 

～紅陵高前 1 530 円 ～水上 540 円 

～下石貢 1 540 円 ～陶小学校前 550 円 

～阿庄口 1 550 円 ～陶旭町 560 円 

～石拾 1 560 円 ～吹越 570 円 

～昭和農園前 1 570 円  ～吉良見 3 580 円 

～小谷口 2 580 円  ～大田 3 590 円 

～下沢 2 590 円  ～徳間 3 610 円 

～総合グランド口 2 600 円  ～明智駅前 3 620 円 

～多治見駅前 2 610 円    

※太枠線内は、市内区間。1：土岐市内、2：多治見市内、3：恵那市内 

資料：東鉄バス HP（https://tohtetsu.co.jp/rosen/fare/） 

 

（4）輸送量の実績 
瑞浪=東駄知=多治見線及び明智線は、国の地域間幹線系統の補助路線です。 

現状は補助要件を上回っていますが、利用者数が現状よりも減少すると補助要件を下

回ることも懸念されます。 

 

表 路線バスの輸送量及び収支率 

 
Ｒ4 輸送量 Ｒ4 収支率 

Ｒ4 

1 便当り輸送人員 

計画 実績 計画 実績 計画 実績 

瑞浪＝東駄知＝多治見線 20.1 人 18.3 人 55.1％ 47.5％ 13.3 人 11.4 人 

明智線 24.0 人 21.3 人 44.8％ 37.4％ 9.2 人 7.0 人 

※国の補助要件は、輸送量 15～150 人 

資料：岐阜県地域公共交通協議会
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4．コミュニティバス 

（1）便数 
コミュニティバスは 9 路線あります。 

主に、瑞浪駅や釜戸駅を中心に運行されています。陶線については、駅とは接続され

ておらず、路線バスに接続しています。 

運行本数は 1～3 往復/日となっており、瑞浪中央線、山田線以外は、土休日は運行し

ていません。また、学校線、釜戸=平山線、及び日吉線の一部は、小中学校の長期休業

日も運行していません。 

運賃は、100～400 円/回となっています。 

 

表 コミュニティバスの運行状況 

路線 
運行便数 

運賃 
平日 土休日 

瑞浪中央線 
右回り 2 2 

100 円/回 

左回り 2 2 

山田線 
右回り 3 2 

左回り 3 2 

学校線※ - 3 - 

土岐線 
右回り 2 - 

100～300 円/回
左回り 2 - 

萩原線 
上り 2 - 

下り 2 - 

陶線 
上り 2 - 

100 円/回 
下り 2 - 

釜戸=平山線※ 
上り 1 - 

下り 1 - 

釜戸= 

大湫線 

瑞浪駅行 - 1 - 

100～400 円/回

八瀬沢行 - 1 - 

日吉線 

細久手-東濃厚生病院 上り 1 - 

瑞浪駅前-細久手 下り 1 - 

瑞浪衛生センター-瑞浪駅前 上り 1 - 

三和の郷-瑞浪駅前 
上り 1 - 

下り 1 - 

半原野菜売場前-日吉小学校

前※ 

上り 1 - 

下り 1 - 

令和 5 年度 

※小中学校の長期休業日は運休 
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図 令和 5年度コミュニティバス路線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：瑞浪市資料 
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（2）利用者数 
近年のコミュニティバスの乗車人員をみると、コロナ禍前の令和元年度までは、年間

約7.6～7.8万人となっています。コロナ禍の影響をうけ、令和2年度は6.3万人と減少

し、令和 3 年度は更に 6.1 万人と減少し、令和 4 年度にやや回復し 6.3 万人となってい

ます。 

路線別にみると、令和 2 年度以降、学校線は増加傾向となっており、瑞浪中央線、土

岐線、陶線は令和 4 年度にやや回復しているものの、その他の路線は減少傾向となって

います。 

 

図 コミュニティバス年間乗車人員推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 路線別コミュニティバス年間乗車人員推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：瑞浪市資料 
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（3）費用負担 
令和 4 年度の運行経費は、58,581 千円（9 路線合計）であり、市財政負担額は 53,452

千円、収支率は 8.8%となっています。 

運行経費は年々増加傾向となっており、収支率は減少傾向となっています。 

 

図 コミュニティバスの運行経費と市負担額推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：瑞浪市資料 
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5．デマンド交通「いこ Car」 

（1）便数 
瑞浪市では、コミュニティバスが通っていない昼間の時間帯に、市の中心部へ買い物

や通院で利用できる公共交通として、平成 28 年 10 月からデマンド交通「いこ Car」を

運行しています。日吉町、大湫町、明世町、釜戸町の中で 3 ルートを運行しており、い

ずれのルートも郊外部ではフリー乗降区間が設けられ、平日片道3便/日の運行となって

います。 

 

表 デマンド交通「いこ Car」の運行状況 

ルート 便数（平日） 運賃 

日吉～明世 
往路 3 

500 円/回 

復路 3 

大湫～日吉東部 
往路 3 

復路 3 

釜戸 
往路 3 

復路 3 

資料：瑞浪市資料 

図 令和 5年度デマンド交通路線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：瑞浪市資料
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（2）利用者数 
乗車人員は平成30年度以降、減少傾向にあり、令和4年度は1,933人まで減少してい

ます。ルート別にみると、デマンド交通（釜戸ルート）は概ね増加傾向にあるものの、

デマンド交通（日吉～明世ルート、大湫～日吉東部ルート）は減少傾向となっており、

中でもデマンド交通（大湫～日吉東部ルート）の減少率が大きくなっています。 

 

図 デマンド交通年間乗車人員推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：瑞浪市資料 

 

（3）費用負担 
令和 4 年度の運行経費は、6,079 千円（3 ルート合計）であり、市財政負担額は約

5,311千円、収支率は12.6%となっています。利用者数の減少に伴い運行経費は年々減少

傾向、収支率は横ばいとなっていましたが、令和 4 年度は運行経費が増え、収支率が下

がっています。 

 

図 デマンド交通の運行経費と市負担額推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：瑞浪市資料 
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6．鉄道・バス交通空白地域 

鉄道・バスによる公共交通空白地域（鉄道駅より 1 ㎞以遠、バス停・フリー乗降区間

より 300ｍ以遠）は、北部や南部地域を中心に存在しています。 

鉄道・バスによる人口カバー率は 83.4％です。 

 

図 公共交通カバー率の状況 
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7．タクシー 

（1）タクシー事業者 
瑞浪市には、4 社のタクシー事業者があり、合計で 52 台の車両を保有しています。 

 

表 市内のタクシー事業者 

会社名 所在地 保有台数 

有限会社小林タクシー 瑞浪市稲津町小里 1049-7 5 

東鉄タクシー株式会社 瑞浪市松ヶ瀬町 2 丁目 10 22※ 

平和コーポレーション株式会社 瑞浪市和合町 2 丁目 216-2 19※ 

有限会社 SKU 瑞浪市陶町水上 346－1 6 

※土岐市、瑞浪市の合計 

 

（2）利用者数 
近年のタクシー利用者の状況をみると、年々、減少傾向にあり、特にコロナ禍以降大

きく減少し、令和 3 年度は 8.2 万人と平成 29 年度の半数以下となっています。 

 

図 市内のタクシー利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：瑞浪市統計書 
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8．その他交通 

（1）スクールバス 
市内では、中学校の統合に伴い、瑞浪南中学校で陶地区の生徒を対象に 2 路線、瑞浪

北中学校で日吉、大湫、釜戸地区の生徒を対象に 6 路線のスクールバスが運行されてい

ます。 

麗澤瑞浪中学・高等学校及び中京高校ではスクールバスが 7 路線、運行されており、

両校とも主に近隣市町の生徒の送迎を行っています。 

中京学院大学では、主に瑞浪駅と大学とを結ぶスクールバスを 17 便/日運行していま

す。また、可児・美濃太田駅と大学間とを結ぶスクールバスを2便/日運行しています。 

 

（2）学園台シャトルバス 
学園台自治会が学園台自治会住民を対象に、学園台と瑞浪駅間を上下便併せて16便の

シャトルバスを運行しています。利用者は、朝夕の小中学校の児童・生徒が多く、スク

ールバスとしての性格が色濃くなっています。 

 

（3）瑞浪駅・釜戸駅二次交通実証事業 
瑞浪市観光協会は、中山道（大湫宿・細久手宿）や「きなぁた瑞浪」など車によるア

クセスが主な観光スポットへのアクセスニーズを把握するため、瑞浪駅、釜戸駅等を起

点とした二次交通の実証実験を行い、期間中に述べ 83 人の利用がありました。 

○運行日：令和 5 年 9 月 16 日～11 月 19 日の土・日曜日・祝日（11 月 4 日を除く） 

○1 日 2 往復 

○運賃は 1 乗車 1 人 500 円。1 日フリー乗車券 1 人 800 円（税込） 

○事前予約が必要 

○期間中の利用者：83 人 

 

（4）けんこう号 
東濃厚生病院では、患者送迎用車両として、「けんこう号」が運行されています。 

平日、日替わりで 4 ルート（月：串原・山岡、火・金：阿木・山岡、水：串原・明智、

木：恵那・日吉）を運行しています。行きは定時、帰りは、午後、患者の診療が終わっ

た後に運行しています。 

 

（5）企業送迎バス 
株式会社アイシン瑞浪では、従業員用に会社と瑞浪駅間を結ぶ送迎バスを、朝夕の通

勤時間帯に併せて毎日運行しています。 
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（6）福祉タクシー利用料金の助成 
○要件 

身体障害者手帳 2 級以上、療育手帳の重度又は最重度所持者(A・A1・A2)、精神障

害者保健福祉手帳 1 級をおもちの方。ただし、自動車税の減免を受けている方、施設

に入所している方、リフト付福祉タクシーを利用している方は対象となりません。 

○助成額 

乗車料金のうち、基本料金相当額。年間 24 回まで。 
 

（7）移送サービス利用料金の助成 
○要件 

一般車両を利用することが困難な方で身体障害者手帳の 2 級以上の方、または、介

護保険における要介護状態区分おおむね 3 以上の方。 

○助成額 

乗車運賃の 2 分の 1、または 3,000 円のいずれか低い金額を差し引いた金額(上限

3,000 円)。月片道 4 回まで。 
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第 5 章 市民ニーズ等の把握 

1．市民アンケート調査結果概要 

（1）調査概要 
①調査の目的 

本調査は、瑞浪市地域公共交通計画の策定に向けて、市民の公共交通利用実態、ニー

ズを把握することを目的に実施しました。 

 

②調査の設計 
○調査地域 瑞浪市全域 

○調査対象 市内に在住する 18 歳以上の市民 3,000 人 

○抽出方法 住民基本台帳による無作為抽出法 

○調査方法 郵送及び WEB によるアンケート調査 

○調査期間 令和 5 年 8月 17 日(木)～9 月 4 日(月) 

 

③配布・回収状況 
本アンケートの配布数と有効回収数は下記のとおりとなっています。 

配布数 有効回収数 有効回収率
3,000 1,007 33.6%

 

（2）調査結果1 
① 自宅から最寄りの鉄道駅、バス停、デマンド交通の乗降場所までの時間 

全体では「徒歩 5 分以内」（概ね 300ｍ以内）が 32.4%であり、7 割弱の方が乗降場所

からやや離れていると思われています。地区別には、明世、稲津、陶地区では徒歩 5 分

以内の方が約 4 割と高くなっています。 

 

図 自宅から最寄りの鉄道駅、バス停、デマンド交通の乗降場所までの時間 
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② 日常的に利用する施設について、公共交通が不便で困ることの有無 
全体では、「困ることがよくある」「困ることがたまにある」を合わせて 33.7%となっ

ています。大湫地区で高くなっています。 

 

図 日常的に利用する施設について、公共交通が不便で困ることがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 公共交通が不便で困る行先とその理由 
行先で最も多いのは「瑞浪駅」で 56.3%、次いで「東濃厚生病院」37.2%、「バロー瑞

浪中央店」20.4%となっています。 

理由として最も多いのは「路線バスが利用しにくい」で 50.1%、次いで「コミュニテ

ィバスが利用しにくい」46.9%、「鉄道が利用しにくい」23.9%となっています。 

 

図 行先（上位 10 施設）（複数回答） 図 困る理由（複数回答） 
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④ 鉄道の不満・不便な点 
鉄道の不満・不便な点で最も多いのは、「家の近くに駅がない」と「特に不満はない」

で 22.2%、次いで「利用したい時刻にない」14.9%となっています。 

 

図 鉄道の不満・不便な点（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 路線バスの不満・不便な点 
路線バスの不満・不便な点で最も多いのは、「利用したい時刻にない」で 27.4%、次い

で「特に不満はない」21.4%、「家の近くにバス停がない」16.8%となっています。 

 

図 路線バスの不満・不便な点（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ コミュニティバスの不満・不便な点 
コミュニティバスの不満・不便な点で最も多いのは、「利用したい時刻にない」で

26.1%、次いで「特に不満はない」22.5%、「家の近くにバス停がない」13.0%となってい

ます。 

 

図 コミュニティバスの不満・不便な点（複数回答） 
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がない

送迎する車
が待機でき
るスペース
がない

特に不満は
ない

全 体 N=1,007 22.2% 14.9% 10.4% 12.5% 3.0% 12.9% 5.9% 8.3% 22.2%

瑞 浪 地区 N=358 19.3% 17.0% 7.3% 15.4% 2.5% 13.7% 7.0% 9.5% 26.8%

土 岐 地区 N=200 17.0% 10.0% 8.5% 10.5% 3.0% 16.0% 2.5% 10.5% 23.5%

明 世 地区 N=59 23.7% 20.3% 8.5% 18.6% 3.4% 15.3% 6.8% 10.2% 18.6%

稲 津 地区 N=127 29.1% 16.5% 14.2% 12.6% 2.4% 11.8% 3.1% 10.2% 18.9%

陶 地 区 N=102 28.4% 13.7% 19.6% 13.7% 2.9% 9.8% 2.0% 2.9% 17.6%

日 吉 地区 N=56 33.9% 10.7% 12.5% 7.1% 3.6% 3.6% 0.0% 3.6% 12.5%

釜 戸 地区 N=83 21.7% 18.1% 13.3% 6.0% 4.8% 13.3% 21.7% 4.8% 19.3%

大 湫 地区 N=9 22.2% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 22.2% 11.1% 0.0% 44.4%

居
住
地
別

家の近くに
バス停がな
い

目的地まで
走っていな
い

利用したい
時刻にない

鉄道や他
のバスへの
乗継が不
便

運賃が高い 身体的にバ
スを利用す
ることが難
しい

特に不満は
ない

全 体 N=1,007 16.8% 8.6% 27.4% 6.4% 9.2% 2.8% 21.4%

瑞浪 地区 N=358 13.4% 7.0% 26.8% 3.9% 6.4% 2.5% 27.7%

土岐 地区 N=200 17.5% 9.5% 18.0% 4.5% 4.5% 2.5% 22.0%

明世 地区 N=59 11.9% 10.2% 30.5% 8.5% 10.2% 0.0% 22.0%

稲津 地区 N=127 19.7% 7.9% 34.6% 9.4% 15.0% 1.6% 18.9%

陶 地 区 N=102 11.8% 10.8% 36.3% 13.7% 28.4% 7.8% 9.8%

日吉 地区 N=56 25.0% 10.7% 30.4% 1.8% 5.4% 1.8% 10.7%

釜戸 地区 N=83 30.1% 8.4% 26.5% 9.6% 3.6% 3.6% 19.3%

大湫 地区 N=9 33.3% 11.1% 44.4% 0.0% 11.1% 0.0% 33.3%

居
住
地
別

家の近くに
バス停がな
い

目的地まで
走っていな
い

利用したい
時刻にない

鉄道や他
のバスへの
乗継が不
便

運賃が高い 身体的にバ
スを利用す
ることが難
しい

特に不満は
ない

全 体 N=1,007 13.0% 10.7% 26.1% 5.4% 1.5% 2.0% 22.5%

瑞浪 地 区 N=358 10.1% 10.1% 27.7% 4.2% 0.8% 2.0% 27.9%

土岐 地 区 N=200 11.0% 7.0% 24.0% 5.5% 1.0% 1.5% 22.0%

明世 地 区 N=59 6.8% 15.3% 32.2% 6.8% 3.4% 0.0% 27.1%

稲津 地 区 N=127 21.3% 7.9% 22.0% 7.1% 1.6% 0.8% 21.3%

陶 地 区 N=102 15.7% 25.5% 18.6% 6.9% 1.0% 5.9% 13.7%

日吉 地 区 N=56 16.1% 7.1% 37.5% 1.8% 5.4% 0.0% 8.9%

釜戸 地 区 N=83 19.3% 7.2% 28.9% 7.2% 1.2% 2.4% 20.5%

大 湫 地 区 N=9 11.1% 11.1% 33.3% 0.0% 11.1% 11.1% 33.3%

居
住
地
別
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⑦ デマンド交通の不満・不便な点 
デマンド交通の不満・不便な点で最も多いのは、「特に不満はない」で 24.7%、次いで

「利用の仕方がわかならい」11.6%、「家の近くに乗降区間がない」8.4%となっています。 

 

図 デマンド交通の不満・不便な点（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ タクシーの不満・不便な点 
タクシーの不満・不便な点で最も多いのは、「料金が高い」で 33.8%、次いで「特に不

満はない」22.2%、「呼んでもきてくれない・時間がかかる」14.5%となっています。 

 

図 タクシーの不満・不便な点（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

呼んでもきてくれ
ない・時間がか
かる

料金が高い 身体的にタクシー
を利用することが
難しい

特に不満はない

全 体 N=1,007 14.5% 33.8% 0.6% 22.2%

瑞 浪 地区 N=358 15.6% 31.6% 1.1% 27.1%

土 岐 地区 N=200 15.0% 30.0% 0.0% 21.5%

明 世 地区 N=59 11.9% 28.8% 1.7% 37.3%

稲 津 地区 N=127 14.2% 31.5% 0.8% 23.6%

陶 地 区 N=102 10.8% 51.0% 0.0% 6.9%

日 吉 地区 N=56 8.9% 41.1% 0.0% 10.7%

釜 戸 地区 N=83 20.5% 33.7% 0.0% 16.9%

大 湫 地区 N=9 22.2% 55.6% 0.0% 33.3%

居
住
地
別

家の近くに
乗降区間
がない

目的地まで
走っていな
い

利用したい
時刻にない

鉄道や他
のバスへの
乗継が不
便

運賃が高い 利用の仕
方がわかな
らい

事前予約
が面倒

身体的にデ
マンド交通
を利用する
ことが難し
い

特に不満は
ない

全 体 N=1,007 8.4% 3.3% 5.8% 1.8% 1.6% 11.6% 7.3% 1.2% 24.7%

瑞 浪 地区 N=358 6.4% 3.9% 5.3% 2.0% 1.7% 13.1% 5.9% 2.0% 29.9%

土 岐 地区 N=200 7.5% 2.5% 3.5% 2.0% 0.0% 11.0% 5.5% 0.5% 25.0%

明 世 地区 N=59 3.4% 3.4% 8.5% 0.0% 5.1% 13.6% 10.2% 0.0% 27.1%

稲 津 地区 N=127 10.2% 0.8% 1.6% 0.8% 1.6% 10.2% 3.9% 0.8% 23.6%

陶 地 区 N=102 13.7% 2.0% 1.0% 2.0% 2.0% 9.8% 3.9% 0.0% 15.7%

日 吉 地区 N=56 10.7% 5.4% 17.9% 1.8% 0.0% 8.9% 28.6% 1.8% 10.7%

釜 戸 地区 N=83 14.5% 3.6% 12.0% 3.6% 2.4% 12.0% 13.3% 1.2% 19.3%

大 湫 地区 N=9 0.0% 22.2% 33.3% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1% 55.6%

居
住
地
別
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⑨ 東濃厚生病院の利用頻度 
全体で最も多いのは「利用していない」で 40.6%、次いで「半年に 1 回程度、利用し

ている」20.9%、「2～3か月に1回程度、利用している」15.4%となっています。半年に1

回程度以上利用は 49.5％になっています。 

 

図 東濃厚生病院の利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 東濃厚生病院への移動手段 
自家用車を利用している人は 85.7%と、ほとんどの方が自家用車を利用しています。

公共交通を利用している人は 14.7%となっています。 

 

図 東濃厚生病院への移動手段（複数回答） 

 

  

月2回以上

3.9

2.4

2.6

2.9

3.2

4.2

8.5

月1回程度

9.3

2.4

2.6

6.5

9.5

5.4

8.4

22.4

2,3か月に1

15.4

7.3

2.2

13.9

13.4

21.1

26.7

半年に

1回程度

20.9

22.2

22.0

23.4

34.4

26.3

22.0

19.3

10.3

利用してい

ない

40.6

77.8

63.4

64.9

48.4

40.9

43.5

37.5

19.4

その他

5.5

2.4

3.9

8.6

5.1

10.2

4.6

1.2

無回答

4.5

2.6

1.5

2.2

4.9

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体 N=1,007

10代 N=9    

20代 N=41   

30代 N=77   

40代 N=93   

50代 N=137  

60代 N=186  

70代 N=285  

80代以上 N=165  

年
齢

別
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⑪ 公共交通の維持に関する考え 
全体で最も多いのは「公共交通を維持するための取組が行われるのであれば、協力し

たい」で 35.9%、「公共交通を維持するための取組を、地域の人と一緒に考え、実現に向

けて行動したい」23.0%となっており、「協力したい」、「行動したい」のいずれかを回答

した人は半数以上となっており、多くの人が協力意向を示しています。 

 

図 公共交通の維持に関する考え（複数回答） 
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2．高校生アンケート調査結果概要 

（1）調査概要 
①調査の目的 

本調査は、瑞浪市地域公共交通計画策定に向けて、高校生の公共交通利用実態、ニー

ズを把握することを目的に実施しました。 

 

②調査の設計 

○調査地域 瑞浪市全域 

○調査対象 市内に在住する高校生 929 人 

○調査方法 郵送でのアンケート回答依頼はがきを送付、Web 回答 

○調査期間 令和 5 年 8月 17 日(木)～9 月 4 日(月) 

 

③配布・回収状況 
本アンケートの配布数と有効回収数は下記のとおりとなっています。 

配布数 有効回収数 有効回収率 

929 208 22.4%

 

（2）調査結果2 
① 公共交通が理由で諦めた高校の有無 

全体では「公共交通が理由では諦めた高校はない」が 87.6%、「公共交通が理由で諦め

た高校がある」が 11.5%となっています。 

 

図 公共交通が理由で諦めた高校の有無 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
2 N は回答総数を指します。小数点下第二位を四捨五入したため合計が 100.0%にならない場合があります。 

公共交通が理由で

諦めた高校がある

11.5

10.6

7.7

37.5

9.1

15.0

10.0

7.1

50.0

公共交通が理由では

諦めた高校はない

87.6

89.4

92.3

62.5

86.4

80.0

90.0

92.9

50.0

無回答

1.0 

4.5 

5.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全 体 N=209

瑞浪地区 N=94 

土岐地区 N=39 

明世地区 N=8  

稲津地区 N=22 

陶 地 区 N=20 

日吉地区 N=10 

釜戸地区 N=14 

大湫地区 N=2  

居
住

地
別
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② 諦めた理由 
 

ア 鉄道（複数回答） 

全体で最も多いのは「家の近くに駅がない」で 41.7%、次いで「下校時、利用したい

時刻にない」、「運賃・定期が高い」37.5%となっています。 

 

図 鉄道（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 路線バス（複数回答） 

全体で最も多いのは「登校時、利用したい時刻にない」で 54.2%、次いで「下校時、

利用したい時刻にない」50.0%、「運賃・定期が高い」41.7%となっています。 

 

図 路線バス（複数回答） 
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ウ コミュニティバス（複数回答） 

全体で最も多いのは、「下校時、利用したい時刻にない」と「通学手段として利用は

想定していない」で 50.0%、次いで「登校時、利用したい時刻にない」45.8%となってい

ます。 

 

図 コミュニティバス（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ デマンド交通（複数回答） 

全体で最も多いのは「通学手段として利用は想定していない」で 58.3%、次いで「家

の近くに乗降区間がない」20.8%となっています。 

 

図 デマンド交通（複数回答） 
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③ 通学時の JR 利用 
ア 利用の有無 

全体では「利用する」が 63.2%、「利用しない」が 35.9%となっています。 

 

図 平日の通学時に JR は利用しますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 駅までの交通手段 

全体で最も多いのは「バス等は利用していない」で 92.2%、次いで「路線バスを利用

している」5.4%となっています。 

陶地区では、路線バス利用が 33.3％で、他地区よりも高くなっています。 

 

図 平日の登校時バス等（路線バス・コミュニティバス・デマンド交通）を利用して通学し

ていますか。 

 

 

 

 

  

利用する

63.2

58.5
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100.0

利用しない

35.9

41.5
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20.0

7.1

無回答
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凡例

全 体 N=209
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明世地区 N=8  

稲津地区 N=22 

陶 地 区 N=20 

日吉地区 N=10 

釜戸地区 N=14 

大湫地区 N=2  

居
住

地
別

路線バスを

利用している

5.4

1.8

14.3
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コミュニティバスを

利用している
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デマンド交通を
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無回答
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凡例
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明世地区 N=5  

稲津地区 N=14 

陶 地 区 N=12 

日吉地区 N=8  

釜戸地区 N=11 

大湫地区 N=2  

居
住
地

別
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ウ バス以外の利用交通手段（バス利用者除く） 

全体で最も多いのは「自家用車（家族の送迎）」で 68.1%、次いで「徒歩」27.7%、「自

転車」26.1%となっています。陶地区、日吉、大湫地区では自家用車が 100％となってい

ます。 

 

図 平日の登校時に駅まで利用する交通手段を教えてください。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ バス等を利用しない理由（バス利用者除く） 

全体で最も多いのは「車で送迎してもらっているから」で 52.1%、次いで「通学にあ

った時刻に運行していない」、「徒歩あるいは自転車のほうが便利だから」35.3%となっ

ています。 

 

図 平日の登校時にバス等を利用しない理由を教えてください。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自家用車
(家族の送迎)

徒歩 自転車 バイク タクシー その他

全 体 N=119 68.1% 27.7% 26.1% 0.8% 0.0% 0.8%

瑞浪 地区 N=51 56.9% 33.3% 39.2% 0.0% 0.0% 2.0%

土岐 地区 N=22 59.1% 36.4% 18.2% 0.0% 0.0% 0.0%

明世 地区 N=5 60.0% 40.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0%

稲津 地区 N=12 91.7% 8.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0%

陶 地 区 N=8 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

日吉 地区 N=8 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

釜戸 地区 N=11 63.6% 45.5% 18.2% 0.0% 0.0% 0.0%

大湫 地区 N=2 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

居
住
地
別
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3．路線バス利用者調査結果概要 

（1）調査概要 
①調査の目的 

本調査は、瑞浪市地域公共交通計画の策定に向けて、路線バスの利用実態、利用者ニ

ーズを把握することを目的に実施しました。 

 

② 調査の設計 

○調査路線 瑞浪＝東駄知＝多治見線、明智線 

○調査対象 抽出便 

○調査日 令和 5 年 9月 1 日（金）及び 9 月 3 日（日） 

○調査方法 調査員がバスに乗車し、調査票を配布・回収（ビンゴ形式の調査票） 

 

調査対象（瑞浪=東駄知=多治見線）  

平日 土休日 

上
り 

瑞 浪 駅 7：20 発 → 多治見駅 8：12 着 瑞 浪 駅 8：25 発 → 多治見駅 9：14 着

瑞 浪 駅10：10 発 → 多治見駅10：59 着 瑞 浪 駅11：10 発 → 多治見駅11：59 着

瑞 浪 駅14：10 発 → 多治見駅14：59 着 瑞 浪 駅14：10 発 → 多治見駅14：59 着

瑞 浪 駅16：35 発 → 多治見駅17：27 着 瑞 浪 駅16：35 発 → 多治見駅17：24 着

下
り 

昭和農園前 6：32 発 → 瑞 浪 駅 7：05 着 多治見駅 9：40 発 → 瑞 浪 駅10：30 着

多治見駅 9：05 発 → 瑞 浪 駅 9：55 着 多治見駅12：55 発 → 瑞 浪 駅13：15 着

多治見駅12：30 発 → 瑞 浪 駅13：20 着 多治見駅15：25 発 → 瑞 浪 駅16：15 着

多治見駅15：30 発 → 瑞 浪 駅16：20 着 多治見駅17：55 発 → 瑞 浪 駅18：49 着

多治見駅17：55 発 → 瑞 浪 駅18：45 着       

 

調査対象（明智線） 
 

平日 土休日 

上
り 

瑞 浪 駅 7：20 発 → 明 智 駅 8：02 着 瑞 浪 駅 7：50 発 → 明 智 駅 8：32 着

瑞 浪 駅 9：30 発 → 明 智 駅10：12 着 瑞 浪 駅12：50 発 → 明 智 駅13：32 着

瑞 浪 駅12：00 発 → 明 智 駅12：42 着 瑞 浪 駅14：50 発 → 明 智 駅15：32 着

瑞 浪 駅13：25 発 → 明 智 駅14：07 着    

瑞 浪 駅16：00 発 → 明 智 駅16：42 着    

瑞 浪 駅18：10 発 → 明 智 駅18：52 着    

下
り 

明 智 駅 6：50 発 → 瑞 浪 駅 7：35 着 明 智 駅 7：00 発 → 瑞 浪 駅 7：42 着

明 智 駅 8：30 発 → 瑞 浪 駅 9：12 着 明 智 駅 9：00 発 → 瑞 浪 駅 9：42 着

明 智 駅10：25 発 → 瑞 浪 駅11：07 着 明 智 駅13：50 発 → 瑞 浪 駅14：32 着

明 智 駅13：15 発 → 瑞 浪 駅13：57 着    

明 智 駅15：45 発 → 瑞 浪 駅16：27 着    

明 智 駅17：55 発 → 瑞 浪 駅18：37 着    

 

③ 回収状況 
182 票を回収。  
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（2）調査結果3 
① 本日の利用目的は？ 

全体で最も多いのは「通学」で 30.8%、次いで「通勤」17.0%、「趣味・娯楽」10.4%と

なっています。平日は、「通勤」「通学」合わせて約 50～60％を占めています。休日は

「買物」「趣味・娯楽」が増えます。 

 

図 利用目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 満足度 
ア 運行経路・時刻の満足度 

全体では、「満足」29.1%、「やや満足」18.7％で合わせて 47.8％です。「やや不満」

22.0%、「不満」8.2%は合わせて 30.2％であり、満足している人が多くなっています。 

明智線の満足度が瑞浪＝東駄知＝多治見線よりもやや高くなっています。 

 

図 運行経路・時刻の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
3 N は回答総数を指します。小数点下第二位を四捨五入したため合計が 100.0%にならない場合があります。 

通勤

17.0

25.7

40.0

25.0

15.0

21.8

10.2

9.1

18.2

通学

30.8

20.0

20.0

25.0

33.3

40.0

45.8

買物

8.8

14.3

10.0

50.0

66.7

7.5

5.5

1.7

13.6

36.4

通院

8.8 

10.9 

14.5 

13.6 

公共施設

利用

2.7 

3.4 

3.6 

1.7 

9.1 

食事
郵便局・

金融機関等

1.6 

2.0 

1.8 

3.4 

趣味・

娯楽

10.4 

5.7 

5.0 

33.3 

11.6 

5.5 

10.2 

31.8 

9.1 

その他

1.1 

2.9 

50.0 

0.7 

4.5 

無回答

18.7 

31.4 

40.0 

35.0 

15.6 

7.3 

13.6 

31.8 

36.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全 体 N=182

合 計 N=35 

[上り] N=10 

[下り] N=20 

[上り] N=2  

[下り] N=3  

合 計 N=147

[上り] N=55 

[下り] N=59 

[上り] N=22 

[下り] N=11 

(

平
日)

（
休
日
）

瑞
浪=

東
駄
知=

多
治
見
線

(

平
日)

（
休
日
）

明
智
線

満足

29.1

20.0

20.0

20.0

33.3

31.3

32.7

35.6

18.2

27.3

やや満足

18.7

17.1

20.0

10.0

50.0

33.3

19.0

18.2

23.7

13.6

9.1

やや不満

22.0

22.9

20.0

30.0

21.8

23.6

20.3

22.7

18.2

不満

8.2 

2.9 

50.0 

9.5 

16.4 

3.4 

13.6 

無回答

22.0 

37.1 

40.0 

40.0 

33.3 

18.4 

9.1 

16.9 

31.8 

45.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全 体 N=182

合 計 N=35 

[上り] N=10 

[下り] N=20 

[上り] N=2  

[下り] N=3  

合 計 N=147

[上り] N=55 

[下り] N=59 

[上り] N=22 

[下り] N=11 

(

平
日)

（
休
日
）

瑞
浪=

東
駄
知=

多
治
見
線

(

平
日)

（
休
日
）

明
智
線
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イ 運賃の満足度 

全体では、「満足」34.6%、「やや満足」25.3％で合わせて 59.9％です。「やや不満」

13.2%、「不満」4.4%は合わせて 17.6％であり、満足している人が多くなっています。 

明智線の満足度が瑞浪＝東駄知＝多治見線よりもやや高くなっています。 

 

図 運賃の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ ダイヤの正確性の満足度 

全体では、「満足」46.2%、「やや満足」23.6％で合わせて 69.8％です。「やや不満」

4.9%、「不満」1.6%は合わせて 6.5％であり、圧倒的に満足している人が多くなっていま

す。明智線の平日は、7～8 割が満足しています。 

 

図 ダイヤの正確性の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足

34.6

20.0

10.0

25.0

50.0

38.1

38.2

45.8

22.7

27.3

やや満足

25.3

31.4

40.0

20.0

50.0

66.7

23.8

25.5

23.7

18.2

27.3

やや不満

13.2

11.4

10.0

15.0

13.6

16.4

10.2

22.7

不満

4.4 

5.4 

9.1 

3.4 

4.5 

無回答

22.5 

37.1 

40.0 

40.0 

33.3 

19.0 

10.9 

16.9 

31.8 

45.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全 体 N=182

合 計 N=35 

[上り] N=10 

[下り] N=20 

[上り] N=2  

[下り] N=3  

合 計 N=147

[上り] N=55 

[下り] N=59 

[上り] N=22 

[下り] N=11 

(

平
日)

（
休
日
）

瑞
浪=

東
駄
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多
治
見
線

(

平
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（
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日
）

明
智
線

満足

46.2

34.3

30.0

35.0

50.0

33.3

49.0

56.4

45.8

45.5

36.4

やや満足

23.6

14.3

20.0

10.0

50.0

25.9

25.5

28.8

22.7

18.2

やや不満

4.9

8.6

10.0

33.3

4.1

7.3

3.4

不満

1.6 

5.7 

10.0 

5.0 

0.7 

1.7 

無回答

23.6 

37.1 

40.0 

40.0 

33.3 

20.4 

10.9 

20.3 

31.8 

45.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全 体 N=182

合 計 N=35 

[上り] N=10 

[下り] N=20 

[上り] N=2  

[下り] N=3  

合 計 N=147

[上り] N=55 

[下り] N=59 
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(

平
日)

（
休
日
）

瑞
浪=
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(
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日)

（
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日
）

明
智
線
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4．コミュニティバス利用者調査結果概要 

（1）調査概要 
① 調査の目的 

本調査は、瑞浪市地域公共交通計画の策定に向けて、コミュニティバスの利用実態、

利用者ニーズを把握することを目的に実施しました。 

 

② 調査の設計 

○調査路線 コミュニティバス 9 路線 

○調査対象 平日 9 路線、休日 2 路線（瑞浪中央線、山田線）、全路線、全便調査 

○調査日 令和 5 年 9月 1 日（金）及び 9 月 3 日（日） 

○調査方法 調査員がバスに乗車し、車内でヒアリング 

 

③ 配布・回収状況 
348 票を回収。 

 

（2）調査結果4 
① 利用目的 

全体で最も多いのは「通学」で 57.5%、次いで「買物」15.5%、「通院」8.6%となって

います。学校線、釜戸＝平山線は 100％、釜戸＝大湫線は 92.9％、日吉線は 72.2％が

「通学」になっています。 

 

図 利用目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
4 N は回答総数を指します。小数点下第二位を四捨五入したため合計が 100.0%にならない場合があります。 

通勤

6.9

4.1

24.1

9.1

3.6

13.0

通学

57.5

6.1

1.9

100.0

100.0

92.9

72.2

買物

15.5

51.0

27.8

47.4

9.1

7.4

通院

8.6 

16.3 

20.4 

21.1 

100.0 

3.6 

7.4 

公共施設

利用
0.9 

6.1 

食事
0.3 

2.0 

郵便局・

金融機関等
0.6 

10.5 

遊び・

趣味等

4.0 

10.2 

11.1 

10.5 

9.1 

その他

2.3 

4.1 

54.5 

無回答

3.4 

14.8 

10.5 

18.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全 体 N=348

瑞浪中央線 N=49 

山 田 線 N=54 

学 校 線 N=122

土 岐 線 N=19 

萩 原 線 N=11 

陶 線 N=2  

釜戸=平山線 N=9  

釜戸=大湫線 N=28 

日 吉 線 N=54 
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② 満足度 
ア 運行路線・時刻に対する満足度（無回答を除く） 

全体では、「満足」63.2％、「やや満足」25.8％と合計で 89.0％を占めており、満足度

は高くなっています。 

 

図 運行路線・時刻に対する満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※学校線は無回答（以下同様） 

 

 

イ 運賃に対する満足度（無回答を除く） 

全体では、「満足」82.6％、「やや満足」16.3％と合計で 98.9％と大半を占めており、

満足度は高くなっています。 

 

図 運賃に対する満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足

63.2

62.5

45.5

56.3

33.3

66.7

88.7

やや満足

25.8

29.2

38.6

37.5

11.1

100.0

22.2

100.0

7.5

普通

9.3

8.3

11.4

6.3

55.6

11.1

1.9

やや不満

1.6 

4.5 

1.9 

不満

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全 体 N=182

瑞浪中央線 N=48 

山 田 線 N=44 

学 校 線 N=0  

土 岐 線 N=16 

萩 原 線 N=9  

陶 線 N=2  

釜戸=平山線 N=9  

釜戸=大湫線 N=1  

日 吉 線 N=53 

満足

82.6

81.3

93.0

62.5

88.9

50.0

22.2

94.0

やや満足

16.3

16.7

7.0

37.5

50.0

77.8

100.0

6.0

普通

1.1

2.1

11.1

やや不満 不満

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全 体 N=178

瑞浪中央線 N=48 

山 田 線 N=43 

学 校 線 N=0  

土 岐 線 N=16 

萩 原 線 N=9  

陶 線 N=2  

釜戸=平山線 N=9  

釜戸=大湫線 N=1  

日 吉 線 N=50 
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ウ ダイヤの正確性に対する満足度（無回答を除く） 

全体では、「満足」76.0％、「やや満足」20.0％と合計で 96.0％と大半を占めており、

満足度は高くなっています。 

 

図 ダイヤの正確性に対する満足度 
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77.1

65.9

37.5

80.0

50.0

100.0

100.0

92.0

やや満足

20.0

18.8

22.7

62.5

20.0

50.0

8.0

普通

4.0

4.2

11.4

やや不満 不満

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全 体 N=175

瑞浪中央線 N=48 

山 田 線 N=44 

学 校 線 N=0  

土 岐 線 N=16 

萩 原 線 N=5  

陶 線 N=2  

釜戸=平山線 N=9  

釜戸=大湫線 N=1  

日 吉 線 N=50 
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第 6 章 瑞浪市地域公共交通総合連携計画の評価 
瑞浪市地域公共交通総合連携計画（平成 26 年 3 月作成、平成 31 年 1 月改訂）で設定

している事業の実施状況及び数値目標の達成状況について評価し、本計画策定に向けた

課題を明らかにします。 

 

1．事業の実施状況 

 

基本方針 1：公共交通機関の機能分担と連携強化によるネットワークの再構築を目指す 
（1）瑞浪市コミュニティバスの運行内容見直し 

概要 
・小学生の通学利用及び高齢者の買物、通院需要への対応の強化に資するよう、地域やバス事業
者等と協議・調整を図りつつ、コミュニティバスの運行ルート及びサービス水準（ダイヤ、運行日、
運賃）を見直す。 

実施 
状況 

・平成 26～27 年度に、コミュニティバスを含めて市内の公共交通体系を再構築するため、瑞浪市
生活交通ネットワーク計画を策定。 

・平成 28 年度に、市北部地域へのデマンド交通の導入に伴い、コミュニティバスの運行ルート、ダ
イヤ等の関連路線の見直しを実施。 

・令和 4 年度に、利用者数が減少している陶線の減便及び一部停留所の廃止を実施するなど、毎
年、利用者アンケートや地元要望のとりまとめを行い、利用者の需要に沿った運行内容に適宜見
直しを行った。 

評価・ 
課題 

・沿線地域の人口減少等により利用者数が低迷していることから、利用実態を踏まえた効率的・効
果的な運行方式（デマンド交通等）、運行ルート、ダイヤの見直しが必要。 

・既存の輸送資源だけでは対応困難と想定されるため、スクールバス等の地域の輸送資源を総動
員することが必要。 

・市民に地域の公共交通は地域で守るという意識を涵養し、地域での利用促進の取組を促すこと
が必要。 

⇒今後も継続実施。 
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（2）瑞浪市デマンド交通の運行内容見直し 

概要 

・高齢者の昼間時間帯の買物、通院需要への対応の強化に資するよう、地域や運行事業者等と協
議・調整を図りつつ、デマンド交通の運行ルート及びサービス水準（乗降場所、ダイヤ、予約方法、
運賃等）の見直しを検討する。 

・土休日運行については、地域の活性化や観光振興等の観点から、必要性や財政面等を考慮し、
検討を行う。 

実施 
状況 

・平成 28 年度に日吉町、大湫町、明世町にデマンド交通を導入。平成 29 年度に釜戸町を追加
し、導入地区を拡大。 

・一部区間にフリー乗降区間を設定。 
・平成 28 年度に中山道細久手宿、大湫宿、市民公園については、瑞浪駅前から観光客も利用で
きるよう制度化。 

・登録者に対してアンケートを送付し、毎年利用者ニーズの把握に努めている。また、デマンド交通
を設定している地区に対して、要望のとりまとめや区長会等において制度説明会を実施する等、Ｐ
Ｒ活動を実施している。 

・令和 5 年度に瑞浪市観光協会が観光客の二次交通に対するニーズを把握するため、土休日に
運行するデマンド交通の実証実験を実施。 

評価・ 
課題 

・コミュニティバスが通らない地域のある市北部にデマンド交通を導入したことにより、新たな利用
者を掘り起こすことができたが、全体の利用者数は減少傾向。 

・陶地区において、デマンド交通の導入を希望している声が出ている。現在、陶地区にはコミュニテ
ィバス陶線が通っているが、利用者数が少なく、こちらについても地域公共交通計画にて見直しを
行う予定であるので、デマンド交通の導入と合わせて一体的に検討していく。 

・デマンド交通（釜戸ルート）の利用者数は増加傾向だが、デマンド交通（日吉～明世ルート、大湫～
日吉東部ルート）は減少傾向のため、地域の実情、ニーズに合わせて運行方式や接続箇所等を見
直すことが必要。 

⇒今後も継続実施。 
・瑞浪市観光協会が実施した観光デマンド交通について、市外を中心とした一定数の利用はあっ
た。 

⇒今後の実施については、瑞浪市観光協会にて検討。 
（3）公共交通機関相互の連携強化 

概要 

・鉄道や民間路線バス、タクシー、コミュニティバス、デマンド交通等の公共交通機関相互が連携し、
その機能を最大限に発揮するため、運行ダイヤの接続等に配慮するとともに、接続の利便性の向
上を図る。 

・各公共交通機関の接続の利便性の向上のため、運行ダイヤを一体的に情報提供する。 

実施 
状況 

・市ホームページにて、コミュニティバス及びデマンド交通の時刻表の他、ＪＲ瑞浪駅、ＪＲ釜戸駅、東
鉄バスの時刻表を掲載し、接続が確認できるよう配慮。 

・陶線では、東鉄バス明智線との乗継情報（乗継ダイヤ、乗り換えポイント）を配布用時刻表に記
載。 

・コミュニティバスの運行ダイヤ情報をスマートフォンやＰＣで検索可能とした。 
・令和 4 年度には GTFS データ整備を行い、GoogleMap へコミュニティバスの情報を公開したこ
とで、他の公共交通機関と組み合わせた経路検索が可能となり、更なる利便性の向上につなげる
ことができた。 

評価・ 
課題 

・他の公共交通機関と組み合わせた経路検索ができるようになったことから利便性が向上。 
・バスルートの新設・変更等の地域公共交通の見直しに合わせて、交通機関相互の接続調整を行
うとともに、市内公共交通全体の運行情報を提供し乗継等をしやすくすることが必要。 

⇒今後も継続実施。 
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（4）バリアフリー車両の導入促進 

概要 ・障がい者の他、高齢者や妊産婦等、様々な人が利用できるＵＤ（ユニバーサルデザイン）タクシー
の導入を推進する。 

実施 
状況 

・コミュニティバスの市中心部路線では、バリアフリー法に適合した車両（ポンチョ）を導入。市周辺
部では、バリアフリー法適用除外車両（ローザ）を利用しているが、乗降階段部分に補助階段をつ
けるなど高齢者にも利用しやすい工夫を実施。 

・令和 4 年度に、ミライロＩＤのアプリを提示することで、コミュニティバス及びデマンド交通利用時に
障害者手帳と同様に運賃が割引となる運用を開始。 

評価・ 
課題 

・引き続きバリアフリーに配慮した車両にて運行を継続し、高齢者や身体障がい者にとっても利用し
やすい公共交通となるよう車両等の維持確保を行う。 

⇒今後もバリアフリーを推進 
 

 

基本方針 2：協働による持続可能な仕組みづくりの確立を目指す 
（5）地域ぐるみによる仕組みづくり（運営組織の設置等） 

概要 

・支線公共交通として新たな公共交通システムの導入・見直しを検討する地区については、当該地
域住民が実施に向けた協議・運営を行う組織を設置し、市及び交通事業者との協働により事業
の実現を目指す。 

・地域協働事業として、公共交通システムを導入・見直しする場合には、基本運賃以外にも複数乗
車や往復利用等を促進するための運賃制度や交通事業者のインセンティブとなるような工夫につ
いて検討する。 

実施 
状況 

・平成 28 年 9 月まで大湫町コミュニティ推進協議会の運営による「コミバス大湫」が運行されて
おり、市は補助金を交付し支援していたが、平成 28 年 10 月から市運営のデマンド交通を導入
したため、「コミバス大湫」は廃止された。また、支線公共交通として新たな公共交通システムの導
入を検討する地区はあったが、今のところ具体的な動きはない状態である。 

評価・ 
課題 

・市民に地域の公共交通は地域で守るという意識を涵養し、地域での利用促進の取組を促すが、
地域の組織設置については再検討が必要。 

⇒再検討。 
（6）一般市民を対象とした利用促進活動の実施 

概要 

・将来のバス利用者である児童や一般市民を対象に、民間路線バスやコミュニティバス等の存在
や必要性を認識してもらうとともに、マイバス意識の醸成や利用促進を図る上で、広報活動や地
域住民と一体となった取組を実施する。 

・公共交通に関する印刷物については、市内全世帯への配布の他、転入者への配布等を行い、公
共交通の利用促進に繋げる。 

・高齢者の運転免許証自主返納奨励による公共交通機関への利用促進を行う。 

実施 
状況 

・コミュニティバス及びデマンド交通については、全線を掲載した時刻表（冊子）を作成し、毎年全
戸配布を実施。 

・デマンド交通の運行状況を周知するため、大湫町の公民館だよりにデマンド交通の運行状況を掲
載するなど、利用促進を啓発。 

・平成 29 年度より高齢者の運転免許証自主返納支援事業を開始。 
・令和 2 年度より、生活安全課主体で市役所にて運転免許証自主返納出張窓口（年 2 回程度）
を開設し、その際に運転免許証自主返納支援制度の受付を行った。 

・令和 5 年度にコミュニティバスは 6 月と 9 月に 1 週間無料乗車期間を設け、デマンド交通は登
録者に対し 6～9 月に利用できる無料乗車券を配布し、利用促進に努めた。 

評価・ 
課題 

・時刻表の全戸配布、市広報紙及びホームページへの記載により、市民へ公共交通の情報を発信
できた。 

・毎年 80～90 人が運転免許証を自主返納しており、一定の効果を発揮。 
・様々な機会・媒体を通じて公共交通利用を広報していくことが必要。 
⇒今後も継続実施。 
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（7）各種団体との連携による利用促進活動の実施 

概要 

・市民を対象に、民間路線バスやコミュニティバス、デマンド交通等の存在や必要性を認識してもら
うとともに、「地域の公共交通は地域で守る」という意識の醸成や利用促進を図る上で、自治会、
長寿クラブ、商業施設と一体となった広報活動等を実施する。 

・デマンド交通の観光利用制度等、観光施設への公共交通でのアクセス方法を表示し、観光と連
携した公共交通の利用促進を図る上で、観光施設と一体となった広報活動等を実施する。 

・交通安全協会や警察と連携し、高齢者の運転免許証自主返納を促し、公共交通機関への利用の
転換を図るため、運転免許証自主返納支援制度の周知を行う。 

・公共施設や商業施設で実施するイベントの参加について、公共交通利用を案内する。 

実施 
状況 

・各地区の区長会や長寿会等に出向き、公共交通の利用促進のためのＰＲ活動を実施。 
・市街地の商業施設、公共施設において、コミュニティバス及びデマンド交通の時刻表、ＰＲチラシ
及び乗降場所の張り紙設置等の連携を実施。 

・デマンド交通の観光利用は、観光スポットのホームページでも紹介。 
・運転免許証自主返納支援制度の案内チラシを作成し、長寿クラブや交通安全教室等で配布。 

評価・ 
課題 

・様々な方法で各種団体と連携してきているが、利用促進を図るため、公共交通利用の主な目的で
ある商業施設や医療施設との連携を強化することが必要。 

・スクールバス等の多様な輸送資源の活用を検討。 
・各種イベントにおいて最寄りのバス停を掲載するなど、公共交通の利用につながる工夫を実施。 
⇒今後も継続実施。 

 

 

基本方針 3：瑞浪市コミュニティバスとスクールバスとの一体的な運用を目指す 
（8）スクールバスの有効活用 

概要 
・中学校統合に伴い、導入されたスクールバスの空き時間帯の有効活用を図るため、教育委員会
や地域との協議・調整を図りつつ、スクールバスとコミュニティバスとの一体的で効率的な運営を
行う。 

実施 
状況 

・平成 28 年 4 月から瑞浪南中学校、平成 31 年 4 月から瑞浪北中学校へ通学するためのスク
ールバスの運行を開始。 

・コミュニティバスの通学対応便の一部を廃止。 

評価・ 
課題 

・現在コミュニティバスにて通学している小学生の対応やスクールバスへの地域住民の混乗など、
一体的で効率的な運営について検討が必要。 

⇒今後も継続実施。 
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2．数値目標の達成状況 

【目標達成状況】 
コロナ禍の影響等により 3 項目とも目標未達成。 

 

【評価・課題】 
「利用しやすい公共交通が整っていると感じる市民の割合」については、評価が低下

傾向にあるため、施策の実施と合わせて市民への広報等が必要です。また、瑞浪市総合

計画における目標との整合を図り再検討します。 

「コミュニティバス及びデマンド交通の年間利用者数」は、実績が減少傾向で目標か

ら乖離しているので、実績を踏まえて目標値を見直します。 

 

表 数値目標の達成状況                    ○：達成、×：未達成 

指標 目標値 
実績 達成 

状況 H26 H30 R 元 R2 R3 R4 

利用しやすい公共

交通が整っていると

感じる市民の割合

（市民アンケート） 

47.1 34.1 33.3 27.5 30.5 31.3 28.4 × 

コミュニティバス年

間利用者数(人) 
80,000 96,781 77,399 77,825 62,717 60,780 63,381 × 

デマンド交通年間

利用者数(人) 
4,500 - 3,072 2,535 1,957 2,009 1,933 × 

※H26 は基準年度 
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第 7 章 地域公共交通に関する課題 

1．地域公共交通の利用実態、市民ニーズからみた課題 

（1）JR を取り巻く環境 
市民アンケート調査では、JR の不満・不便な点として、「利用したい時刻にない」

（14.9％）を挙げる人が一定数います。また、駅で「待ち時間を過ごす場所がない」、

釜戸地区では「駅に駐車場がない」が不満なこととして挙げられています。 

JR を利用しやすくするため、本数や運行時間帯、駅の乗継環境など改善が求められま

す。 

 

（2）路線バスを取り巻く環境 
市内を運行している路線バス2路線は、通勤・通学で47.8％、買物・通院で17.6％が

利用しており、日常生活の重要路線です。特に高校生の通学には不可欠な路線です。 

しかし、利用者数はコロナ禍以前の水準に回復していません。このまま低迷傾向が継

続すると、地域間幹線系統の国の補助要件（15～150 人）を下回る懸念があり（令和 4

年度の輸送量は、明智線21.3人、瑞浪＝東駄知＝多治見線18.3人）、路線維持に影響が

出かねません。特に、昼間の時間帯については、利用者が著しく少なくなっています。

また、バスの運転手不足も顕著となっています。 

市民の生活交通としての役割を確保するため、利用者、事業者の双方にとって最適な

移動手段の在り方を検討していくとともに、バス料金の負担の在り方や施設への乗り入

れといった利用者を増やす取組を展開し、路線を維持していく必要があります。 

 

（3）コミュニティバスを取り巻く環境 
コミュニティバスは、小学生及び高校生の通学利用の他には、買物、通院での利用が

多く、日常生活に不可欠な路線です。 

利用者数は、コロナ禍以前の水準に回復していません。路線別には、学校線以外の利

用者数は減少傾向ですが、運行費用は年々増加しているため、収支率は減少傾向です。 

市民アンケート調査では、コミュニティバスの不満・不便な点として「利用したい時

刻にない」が 26.1%と最も多くなっています。一方、利用されている方の総合的な満足

度は高い（「満足」と「やや満足」合わせて 95.0％）ことから、利用したくても利用で

きない市民の取り込みについて検討が求められます。 

また、運転手不足も懸念されることから、現状のルート・ダイヤを維持し続けること

が困難になりつつあります。更にコミュニティバスと路線バスのルートが重複している

路線や利用者が少ない路線もあり、交通不便地域も生じていることから、地域にとって

最適な移動手段の在り方を検討する必要があります。 
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（4）デマンド交通を取り巻く環境 
昼間時間帯の買物、通院利用として日吉町、大湫町、釜戸町で運行しています。 

利用者数について、デマンド交通（釜戸ルート）は増加傾向ですが、デマンド交通

（日吉～明世ルート、大湫～日吉東部ルート）は減少傾向となっており、特にデマンド

交通（大湫～日吉東部ルート）の減少率が高く（令和 3 年度は平成 30 年度の 36％まで

減少）なっています。 

また、市民アンケート調査では、デマンド交通の不満・不便な点として「利用の仕方

がわからない」が 11.6%と最も多くなっています。 

これらのことから、地域の利用ニーズを踏まえ、ルートや運行方法等の改善、利用方

法の周知等が必要です。 

 

（5）タクシーを取り巻く環境 
タクシーは、バスを利用できない人や緊急時の移動等に不可欠な公共交通です。市民

アンケート調査では、タクシーの不便なこととして「料金が高い」（33.8％）、「呼んで

もきてくれない・時間がかかる」（14.5％）が挙げられていることから、相乗り制度に

よる料金低減等、市民がより利用しやすい仕組みを検討する必要があります。 

事業者ヒアリングの結果から、市内で営業しているタクシー車両は一定数あるものの、

運転手が不足しており全ての車両が稼動できていないこと、運転手の平均年齢が60歳を

超えるなど高齢化しており、夜間の営業ができる態勢にない状況であることがわかりま

した。このままの状況が続くと、市内で運行するタクシーがなくなる恐れもあります。 

コロナ禍以降、タクシーの稼働台数が少ないため、タクシー利用者数は減少傾向とな

っているものの、1 台あたりの利用者は増えつつあり、一定の需要、特に夜間の需要は

あることから、夜間営業もできるよう運転手を増やしていくための取組を検討していく

必要があります。 

 

（6）公立中学校のスクールバスとの再編・連携 
本市では少子高齢化の傾向が続いており、15歳未満人口は11.3％と年々減少し、小学

生、中学生の数は減少しています。市内では、平成28年 4月に陶中学校と稲津中学校が

統合し瑞浪南中学校が、平成31年 4月に瑞陵中学校、釜戸中学校、日吉中学校が統合し

瑞浪北中学校が開校し、中学校がなくなる地区の生徒を対象に、瑞浪南中学校、瑞浪北

中学校あわせて、8 つのルートでスクールバスを運行しています。これらスクールバス

は、生徒の希望に応じてバスの乗降場所を設置していることから、コミュニティバスが

運行されていない地域の生徒との通学に要する時間・労力に大きな差異が生じるように

なっています。 

バスやタクシーの運転手不足、高齢化が懸念されることから、現状のスクールバスの
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運行水準を維持していくことが困難になることが予見されます。また、本市の一部の小

学生は、コミュニティバスを利用して通学していることから、コミュニティバスとスク

ールバスとの連携が求められます。 

 

（7）既存の地域公共交通にとらわれない多様な移動への対応 
市内には、駅から1km以遠、バス停・フリー乗降区間から300m以遠、自宅が離れてい

るため、これらを利用しにくい交通空白地が点在しており、市人口の 16.6％を占めてい

ます。 

この交通空白地域で自家用車を持たない市民にとっては、日常の買い物等も困難な状

況になっていることも考えられることから、民間等による生活支援サービスを促してい

く必要があります。 

また、市民アンケート調査では、駅、バス停まで徒歩 5 分（概ね 300ｍ）以内と回答

した人は 32.4％しかなく、多くの人は距離があると認識しています。また、移動に困っ

ていると回答した人の約半数は「路線バスが利用しにくい」「コミュニティバスが利用

しにくい」と回答しています。また、公共交通の維持に関して「公共交通を維持するた

めの取組を、地域の人と一緒に考え、実現にむけて行動したい」（23.0％）、「公共交通

を維持するための取組が行われるのであれば、協力したい」（35.9％）と回答しており、

「協力したい」・「行動したい」のいずれかを回答した人は、50.6%と半数以上の人が協

力意向を示しています。 

本市の人口も減少傾向であり、市域の人口密度は低下していくことから、現行の路線

バスやコミュニティバスのルート変更等だけで、市民の要望の全てに対応することは困

難なため、現在ある公共交通に限らず、住民同士による移動支援やライドシェアなど、

民間事業者、行政、地域住民が共に連携して、移動手段を確保できるよう検討していく

ことが求められます。 

 

（8）各地域公共交通の待合環境 
コミュニティバスは、買物、通院での利用も多く、日常生活に不可欠な路線です。市

民アンケート調査では、コミュニティバスの不満・不便な点として、「利用したい時刻

にない」（26.1％）が挙げられており、また、自由意見では、買物や病院の帰りの時間

帯が合わないので利用しにくいといった意見もみられます。 

運転手の高齢化や運転手等の働き方改革の推進等により運転業務の人手不足がより深

刻化しており、運行本数の増大も難しいことが想定されることから、民間企業等との共

創により、バス停での待ち時間を、待ち時間と思わせない工夫など、待合環境の改善が

求められます。 
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2．高校生の通学利用に関する課題 

（1）高校生の通学の現状 
高校生アンケート調査では、通学にJRを利用する高校生のうち、駅までの交通手段は

自家用車（家族による送迎）が 68.1％を占めており、日吉、陶、大湫の中山間地では

100％となっています。 

「公共交通が理由で諦めた高校がある」と回答した人は 11.5％であり、その理由とし

て、JR は「運賃・定期が高い」（37.5％）、路線バスは「登校及び下校時、利用したい時

刻にない」（50.0～54.2％）、「運賃・定期が高い」（41.7％）、コミュニティバスは「登

校及び下校時、利用したい時刻にない」（45.8～50.0％）となっています。 

このように、一定の割合で公共交通の有無が高校進学に影響を与えているといえます。 

ただし、家族による自家用車送迎等が行われているため、親世代の意見等も踏まえた

検討が必要です。 

 

3．新たな需要に関する課題 

（1）東濃中部地域の新病院へのアクセス 
市民アンケート調査をみると、東濃厚生病院への移動手段は「自家用車」が 85.7％と

大半を占めるものの、「公共交通（JR、路線バス、コミュニティバス、デマンド交通、

タクシー）」は 14.7％と一定の利用があります。（複数回答可能な設問のため、合わせて

100％を超えます。） 

東濃厚生病院と土岐市立総合病院との統合に伴い、土岐市肥田地区において、新病院

の整備が進められ、令和 7 年度の開業が予定されていますが、現時点で、市内から新病

院へのアクセス手段は確立していません。今後、運転手不足が懸念されるなか、現在の

東濃厚生病院と同様に、コミュニティバス等を新病院へのアクセス手段としていくこと

は難しいと考えられます。そのため、市内と新病院とを結ぶ新しいアクセス手段を、東

濃中部病院事務組合や交通事業者と連携のもと検討していくことが急務となっています。

このような新たな需要に対応することによって、交通サプライの減少が懸念されます。 

 

（2）観光利用への取組 
瑞浪市観光協会では、今年度、9/16～11/19の土・日曜日・祝日（11/4除く）に、「中

山道（大湫宿・細久手宿）」や「きなぁた瑞浪」等の観光スポットへのアクセスとして、

瑞浪駅、釜戸駅等を起点としたデマンド交通の実証実験を実施し、一定数の需要がある

ことを把握できました。 

一方、本市への来訪者はゴルフ客が多く、観光資源間の周遊も限られていることから、

デマンド交通に限らず、市内観光地への多様な移動手段を検討していく必要があります。 
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4．持続可能な地域公共交通網の形成に向けた課題 

（1）交通ＤＸ、自動運転等の新たな技術の活用による持続可能性 
近年のデジタル技術の進展により、デジタル技術を社会に浸透させて人々の生活をよ

り良いものへと変革するＤＸが、多様な分野で注目されています。 

公共交通分野においては、運転手の高齢化や運転手等の働き方改革の推進等により運

転業務の人手不足がより深刻化しているなか、自動運転等の導入により、運転手不足等

の問題に対応する動きが活発化しています。 

また、ＭａａＳと呼ばれる、地域住民の移動ニーズに対応して、複数の公共交通やそ

れ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行うことがで

き、且つ観光や医療等の目的地におけるサービス等との連携により、移動の利便性向上

や地域の課題解決ができる手法も全国的に検討されてきています。 

本市では、これまで自動運転やＭａａＳなど、交通ＤＸに関する事業に着手できてい

ないことから、今後は、これらの新たな技術を有効に活用し、将来にわたって持続可能

な公共交通を目指す必要があります。 

 

（2）新たな財源の確保 
コミュニティバス、デマンド交通の利用者が低迷するなか、収支率はバスが 10％程度、

デマンド交通が 15％程度となっており、市は年間 4,000 万円以上の経費を負担していま

す。 

持続可能な公共交通としていくためには、市の財政のみに限らず、民間企業等との共

創により新たな収入源を確保し、安定した運営を継続することが必要です。 

 

（3）あらゆる交通手段の活用 
市内には、瑞浪市が運行しているスクールバス以外に、中京学院大学、中京高校、麗

澤瑞浪高校で市内外を結ぶスクールバスが運行されています。また、学園台シャトルバ

スや企業送迎バスなど公共交通以外の交通手段があります。事業者ヒアリングを通じて、

これらの一部では、地域住民が混乗できる可能性もあることがわかりました。 

そのため、市民の移動手段を確保していくため、これら市内のあらゆる手段を活用し

ていくことが必要です。 

 

（4）バス・タクシー運転手の確保 
全国的に、バス・タクシーを運転するために必要な第二種免許証の保有者数は、年々

減少を続けており、バス・タクシーの運転手を確保することが年々難しくなってきてい

ます。交通事業者へのヒアリングにおいても、運転手不足を課題として挙げる事業者は

多くありました。このまま運転手不足が続くと、本市で運行している路線バス、コミュ
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ニティバス、スクールバス、デマンド交通及びタクシーの運行を維持することができな

くなる恐れがあります。 

そのため、交通事業者と連携し運転手不足の確保に向けた取組を検討していく必要が

あります。 

 

5．地域の視点からの課題 

（1）瑞浪地区 
地区内には、JR 瑞浪駅、東鉄バス瑞浪=東駄知=多治見線、明智線、コミュニティバス

瑞浪中央線、山田線があり、公共交通網は充実しており、市民アンケート結果からも

「公共交通が不便で困ることはほとんどない」との回答が 6 割超を占めています。しか

し、地区内の一部地域では、コミュニティバスのバス停を廃止したため、交通空白地域

が生じていたり、区長会からバス停まで行くのに困る高齢者もいるといった意見が寄せ

られています。 

これらの地域や住民の要望の全てに、現行の路線バスやコミュニティバスだけで対応

することは困難なため、住民同士による移動支援やライドシェアなど、民間事業者、行

政、地域住民が共に連携して、移動手段を確保できるよう検討していくことが必要です。 

地区内を走る東鉄バス瑞浪=東駄知=多治見線は、朝夕の通勤通学の時間帯の利用は一

定数あるものの、昼間時間帯は利用者が少ないため、路線を維持していくために利用者

の増加を図る必要があります。 

 

（2）土岐地区 
地区内には、東鉄バス明智線、コミュニティバス土岐線があります。また、一部地域

では、地域住民が主体となって駅と地区を結ぶシャトルバスも運行されているなど、公

共交通網は比較的充実しています。市民アンケート結果からも「公共交通が不便で困る

ことはほとんどない」との回答が 6 割弱を占めています。しかし、地区内の一部地域で

は、交通空白地域が生じており、住民からもその解消に向けた要望が出ています。これ

ら地域においては、住民同士による移動支援やライドシェアなど、民間事業者、行政、

地域住民が共に連携して、移動手段を確保できるよう検討していくことが重要です。 

 

（3）明世地区 
地区内には、コミュニティバス日吉線とデマンド交通（日吉～明世ルート）があり、

地区と市中心部とを結んでいます。明世地区は近年、人口は増加しており、高齢化率も

22.7％と市平均を 9 ポイント程度下回っています。 

明世地区のデマンド交通（日吉～明世ルート）は利用者が年々減少しており、令和 4

年度の利用者は、デマンド交通（日吉～明世ルート）で649人と平成30年からそれぞれ
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4 割減となっています。市民アンケート調査では、デマンド交通の不満・不便な点とし

て「利用の仕方がわからない」が 11.6%と最も多くなっていることから、ルートや運行

方法等の改善、利用方法の周知等を行う必要があります。 

 

（4）日吉地区 
地区内には、コミュニティバス日吉線とデマンド交通（日吉～明世ルート、大湫～日

吉東部ルート）があり、地区と市中心部とを結んでいます。また、中学校の統合にとも

ない、瑞浪北中学校の生徒を対象としてスクールバスが運行されています。コミュニテ

ィバス日吉線の一部路線では、主に小学生のスクールバスとして利用されています 

日吉地区のデマンド交通（日吉～明世ルート、大湫～日吉東部ルート）は利用者が

年々減少しており、令和 4 年度の利用者は、デマンド交通（日吉～明世ルート）で 649

人、デマンド交通（大湫～日吉東部ルート）で401人と平成30年からそれぞれ4割減、

6 割減となっています。市民アンケート調査では、デマンド交通の不満・不便な点とし

て「利用の仕方がわからない」が 11.6%と最も多くなっていることから、ルートや運行

方法等の改善、利用方法の周知等を行う必要があります。 

 

（5）大湫地区 
地区内には、コミュニティバス釜戸=大湫線、日吉線、デマンド交通（大湫～日吉東

部ルート）があり、地区と市中心部とを結んでいます。また、中学校の統合にともない、

瑞浪北中学校の生徒を対象としてスクールバスが運行されています。コミュニティバス

日吉線の一部路線では、主に小学生のスクールバスとして利用されています。市民アン

ケート結果からは、回答者数は少ないものの「公共交通が不便で困ることがよくある」

との回答が 44.4％となっており、公共交通が不便と感じている住民が多いと考えられま

す。 

大湫地区のデマンド交通（大湫～日吉東部ルート）は利用者が年々減少しており、令

和 4 年度には 4,101 人と平成 30 年から 6 割減となっています。市民アンケート調査で

は、デマンド交通の不満・不便な点として「利用の仕方がわからない」が 11.6%と最も

多くなっていることから、ルートや運行方法等の改善、利用方法の周知等を行うととも

に、地域住民の利便性向上と効率運行の観点から、住民同士による移動支援やライドシ

ェアなど、行政、地域住民が共に連携して、移動手段を確保していく必要があります。 

 

（6）釜戸地区 
地区内には、JR 釜戸駅、コミュニティバス釜戸=平山線、釜戸=大湫線、デマンド交通

（釜戸ルート）があり、地区と市中心部とを結んでいます。また、中学校の統合にとも

ない、瑞浪北中学校の生徒を対象としてスクールバスが運行されています。市民アンケ

ート結果からは、「公共交通が不便で困ることがよくある」「たまにある」が合わせて
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36.2％となっています。釜戸地区のデマンド交通（釜戸ルート）は利用者が年々増加し

ており、令和 4 年度には 883 人とコロナ禍前の利用者よりも増加しています。 

市民アンケート調査では、「駅に駐車場がない」が不満なこととして挙げられており、

駅の利用を促す観点から、駅施設の環境など改善を検討する必要があります。 

 

（7）稲津地区 
地区内は東鉄バス明智線が瑞浪駅と地区を結んでおり、コミュニティバス萩原線が地

区と市中心部とを結んでいます。コミュニティバス萩原線は、東鉄バス明智線と行先、

ルートが重複していることから、利用者も少なくなっています。また、地区内には大型

商業施設や病院など生活利便施設も多く立地しています。市民アンケート結果からも

「公共交通が不便で困ることはほとんどない」との回答が 6 割弱を占めています。 

本市の幹線路線でもある東鉄バス明智線を、引き続き重要な路線として維持していく

ため、東鉄バス明智線へのアクセスを重視した交通手段を導入していくことが重要です。

また、地区内で生活利便施設も多いことから、地区内施設へのアクセスを重視した交通

手段を導入していくことも求められます。 

 

（8）陶地区 
地区内は東鉄バス明智線が瑞浪駅と地区を結んでおり、東鉄バス明智線と地区内を結

ぶようにコミュニティバス陶線が運行しています。また、中学校の統合にともない、瑞

浪南中学校の生徒を対象としたスクールバスが 2 路線運行されています。市民アンケー

ト結果からは、「公共交通が不便で困ることがよくある」「たまにある」が合わせて

36.2％となっており、公共交通が不便と感じている住民が多くなっています。 

コミュニティバス陶線は、市中心部と繋がっていないことから、利用者が少なくなっ

ています。また、市中心部と陶地区を結ぶ東鉄バス明智線も利用者は少なく、市民から

は運行本数や時間帯、運賃などについて使いにくいとの意見も寄せられています。 

本市の幹線路線でもある東鉄バス明智線については、引き続き重要な路線として維持

していくため、バス料金の負担軽減のための検討や利用者を増やす取組を展開し、路線

を維持していく必要があります。また、利用者が少ないコミュニティバス陶線について

は、利便性向上及び効率運行の観点から、デマンド交通への移行など、路線バスへの結

線を重視した交通手段を検討する必要があります。 

また、自家用車を持たない高齢者やバス停等までいくことが難しい高齢者も一定数い

ると考えられることから、乗り合いタクシーの導入など、民間によるドアtoドアのサー

ビスを促していく必要があります。 
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第 8 章 基本的な方針と目標 

1．将来像と基本方針 

（1）目指すべき将来像 

あらゆる交通手段を活用して気軽に移動できるまち 

～みんなで使って、みんなで支える～ 
 

（2）基本方針 
目指すべき将来像を実現するため、以下の方針で瑞浪市地域公共交通の確保に取り組

みます。また、全ての施策・事業について、ＤＸの考え方を取り入れ、効果的な施策の

推進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

課題 基本方針 

交通ＤＸによる施策の推進 １．地域公共交通の利用実態、市民ニー

ズからみた課題 

（１）JR を取り巻く環境 

（２）路線バスを取り巻く環境 

（３）コミュニティバスを取り巻く環境 

（４）デマンド交通を取り巻く環境 

（５）タクシーを取り巻く環境 

（６）公立中学校のスクールバスとの再

編・連携 

（７）既存の地域公共交通にとらわれない

多様な移動への対応 

（８）各地域公共交通の待合環境 

１．鉄道、路線バス、タクシーの使いやすさ

向上 

○JR の二次交通施設の整備推進 

○路線バス利用の促進 

○タクシー利用の促進 

２．地域の特性や住民ニーズにあった交通手

段の確保 

○コミュニティバスのルート、ダイヤの見

直し 

○利用実態を踏まえ、デマンド交通への見

直し（陶地区等） 

○デマンド交通の行き先等の見直しなど利

用の促進（大湫～日吉東部ルート等） 

○スクールバスとの連携 

２．高校生の通学利用に関する課題 

（１）高校生の通学の現状 

３．新たな需要に関する課題 

（１）東濃中部地域の新病院へのアクセス

（２）観光利用への取組 

３．共創で支える地域公共交通 

○観光・福祉・商業等の他分野、住民・事

業者との「共創」を推進 

○東濃中部地域の新病院へのアクセス確保

○新たな技術等を活用した持続可能な公共

交通の確保 

〇事業者と連携したバス・タクシー運転手

の確保 

４．持続可能な公共交通網の形成に向け

た課題 

（１）交通ＤＸ、自動運転等の新たな技術

の活用による持続可能性 

（２）新たな財源の確保 

（３）あらゆる交通手段の活用 

（４）バス・タクシー運転手の確保 
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2．関係者の役割 

本計画には、交通分野だけではなく、多様な分野と連携した取組も位置づけていきま

す。そのため、これら多様な施策の推進に際しては、交通事業者や行政だけでなく、市

民や商業・医療事業者など、市民の生活に携わる各主体の役割を明確にしたうえで、

各々が自らの役割を理解し、主体的かつ相互に連携・協働し、新しい価値を創造してい

く「共創」の考え方で取り組んでいくことが求められます。 

そのため、各主体に期待される主な役割を以下のとおり整理します。 

 

（1）市民の役割 
地域公共交通は地域の関係者がみんなで支え、守るという意識のもと、積極的に利用

することが期待されます。 

市民自らが地域公共交通の担い手であることを自覚し、地域公共交通への理解を深め、

行政や交通事業者が実施する公共交通利用促進の取組へ積極的に参加・協力することが

期待されます。地域互助の考えのもと、地域主体で地域住民の移動手段を確保していく

よう活動していくことが期待されます。 

 

（2）交通事業者の役割 
市民のニーズや意見を十分に把握し、利用状況を踏まえたうえで、地域公共交通の運

営に反映させ、市内の交通網の維持に努めていくことが求められます。 

市民をはじめ、本市に関わるすべての人々にとって利用しやすい公共交通となるよう

に、鉄道事業者、バス事業者、タクシー事業者が相互に連携し、協力していくことが求

められます。 

市民や行政に対し、情報を積極的に提供することにより、公共交通の利用を促進する

ように努めていくことが求められます。 

 

（3）民間事業者の役割 
従業員に対して、地域公共交通を積極的に利用するよう意識啓発を行うよう努めてい

くことが求められます。 

公共交通の利用促進や待合環境の改善、新たな財源確保など各種取組について、積極

的に協力するように努めることが求められます。 
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（4）行政の役割 
地域公共交通は地域の関係者がみんなで支え、守るという意識のもと、市民への公共

交通の利用促進を啓発していくとともに、市民の移動ニーズを汲み取り、公共交通がよ

り使いやすいものとなるように、市民や交通事業者をはじめとした民間事業者と連携・

共創しながら、持続可能な公共交通網を形成していくことが求められます。 

交通事業者による交通サービスの維持を図るとともに、コミュニティバス等を運行し、

市民の移動手段の確保に努めます。 

本市は、居住地が市域全体に広がっているため、行政や交通事業者による鉄道・路線

バス・コミュニティバス等だけでは市民の移動ニーズに応えきれません。そのため、地

域事情を熟知した地域住民による地域が主体となった交通手段の検討を支援します。 

本計画で位置づけた施策・事業について、その進捗管理を行います。 
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3．地域公共交通ネットワークの基本的な方向 

（1）機能分類 
本市の地域公共交通は、幹線公共交通、市内地域間公共交通及び個別交通に区分し、

それぞれの地域公共交通が相互に連携し、その機能を最大限に発揮するよう各々の役割

に応じた運行サービスを確保します。 

新たに公共交通空白地における移動手段として、地域が主体となって運行する「地域

内交通」を位置づけます。 

瑞浪市立地適正化計画によるまちづくりを推進する観点から、都市機能誘導区域及び

居住誘導区域においては、一定の運行サービスを確保します。 

 

■本市の地域公共交通の分類 

分類 交通手段 役割 主な利用 確保・維持策 

幹線 

公共交通 

JR 中央線 

名古屋及び中津川

方面への広域的な

移動を担う。 
通勤、通学、

買物、通院、

観光利用 

交通事業者、沿線市町と

連携して持続的な運行を

行う。 

路線バス 

（東鉄バス） 

・瑞浪＝東駄知＝

多治見線 

・明智線 

市内の他、隣接す

る土岐市、多治見

市、恵那市との地

域間移動を担う。

交通事業者、沿線市町と

連携するとともに、地域

公共交通確保維持事業

（幹線補助）を活用し持

続的な運行を行う。 

市内地域間 

公共交通 

コミュニティバス 

瑞浪駅、釜戸駅を

起終点とする地域

間移動、市街地内

移動を担う。 

通学、買物、

通院利用 地域、交通事業者と連携

するとともに、地域公共

交通確保維持事業（フィ

ーダー補助）を活用し持

続的な運行を行う。 デマンド交通 

コミュニティバス

が運行していない

昼間の時間帯を中

心に地域間移動を

担う。 

買物、通院利

用 

地域内交通 
自家用有償旅客運

送等 

東鉄バス、コミュ

ニティバスと接続

し、地域内の移動

を担う。 

通学、買物、

通院利用 

地域が主体となって運

行。 

個別交通 タクシー 

幹線、市内地域

間、地域内交通で

は対応できない時

間帯や行先への個

別ニーズに対応す

る。 

買物、通院利

用 

交通事業者と連携して持

続的な運行を行う。 
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（2）地域公共交通ネットワーク 
 

  

交通結節点 

幹線公共交通(JR 中央線) 

幹線公共交通(路線バス) 

市内地域間公共交通 
(コミュニティバス) 

市内地域間公共交通 
(デマンド交通) 

瑞浪駅 

釜戸駅

稲津コミュニティセンター

陶コミュニティセンター 

青系統[釜戸ルート] 

（補助対象フィーダー系統）
（区域運行） 

青系統[大湫日吉東部ルート]
（区域運行） 

水色系統[稲津ルート] 

（区域運行） 

水色系統[陶ルート]
（区域運行） 

東濃中部地域新病院

橙系統[明智線] 
（補助対象幹線系統）

橙系統[瑞浪＝東駄知＝多治見線] 

（補助対象幹線系統） 

緑系統 

[コミュニティバス] 

青系統[日吉明世ルート] 
（区域運行） 
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（3）目標サービス水準 

本市の地域公共交通ネットワークが効果的に機能するようにするため、以下のサービ

ス水準（運行時間帯、便数）を確保するようにします。 

 

■目標とするサービス水準 

分類 交通手段 運営主体 路線 

現行サービス水準（平日） 
目標サービス 

水準 運行時間帯※1 
日便数※2 

(ピーク時) 

幹線公

共交通 

鉄道 ＪＲ 中央線 

名古屋方面 

5:30～22:48 

中津川方面 

6:12～23:57 

 

56（6） 

 

41（3） 

現状維持 

路線バス 
東濃鉄道

株式会社 

瑞浪＝東駄知

＝多治見線 

多治見駅行 

7:20～18:10 

瑞浪駅行 

7:05～18:45 

 

6 

 

6 

朝夕時間帯は
現状維持 
 
昼間は利用実
態に合わせ、生
活 に 必 要 な 水
準を確保 

明智線 

明智駅行 

7:20～19:30 

瑞浪駅行 

6:52～18:37 

 

9 

 

9 

市内地

域間公

共交通 

コミュニ

ティバス 
瑞浪市 

瑞浪中央線 

山田線 

学校線 

土岐線 

萩原線 

陶線 

釜戸＝平山線 

釜戸＝大湫線 

日吉線 

9:32～15:10 

7:54～18:30 

7:55～8:45 

9:15～14:48 

8:45～15:42 

10:45～14:21 

6:57～16:45 

7:00～16:50 

7:03～16:45 

2 

3 

3 

2 

2 

2 

1 

1 

3～4 

利用実態に合
わせ、生活に必
要 な 水 準 を 確
保 

デマンド

交通 
瑞浪市 

日吉～明世 
大湫～日吉東部 

釜戸 

10:00～18:05 

9:30～17:15 

9:20～18:20 

3 

3 

3 

利用実態に合
わせ、生活に必
要 な 水 準 を 確
保 

地域内

交通 

自家用有

償旅客運

送等 

地域 （新規） ― ― 
生活実態、経費
負担から検討 

※1：鉄道駅は瑞浪駅発時刻。路線バスは瑞浪駅前の発着時刻。コミュニティバス・デマン

ド交通は始発～終着時刻。 

※2：片方向の便数 

（鉄道は令和 4 年 3 月 12 日改正、路線バスは令和 5 年 10 月 10 日改正、コミュニティバ

ス・デマンド交通は令和 5 年度） 
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（4）地域公共交通確保維持改善事業の適用 
①地域公共交通確保維持改善事業の必要性 
地域間幹線系統【橙系統】 

東濃鉄道株式会社が運行する瑞浪＝東駄知＝多治見線及び明智線は、隣接する土岐市、

多治見市、恵那市と連絡し都市圏の広域移動を担う地域間幹線系統です。本市及び隣接

市にとって、沿線の高校などへの通学、病院への通院及び観光などに不可欠な路線であ

り、本市のコミュニティバスなどとも接続し、都市圏の公共交通ネットワークを構築す

るうえで特に重要な役割を担っています。 

交通事業者及び沿線自治体の支援による運営努力だけでは路線維持が難しく、地域公

共交通確保維持改善事業（幹線補助）により運行を確保、維持していく必要があります。 

 

フィーダー系統【青系統】 

市内を運行しているデマンド交通については、市内の地域間移動を担う重要な路線と

しての役割に加えて、地域間幹線系統に接続することで、市民の広域移動を補完する役

割を担っています。 

本市及び交通事業者による運営努力だけでは路線維持が難しく、地域公共交通確保維

持改善事業（フィーダー補助）により運行を確保、維持していく必要があります。 

 

②補助系統に係る事業及び実施主体の概要 
現状の補助路線の概要は以下のとおりです。 

 

■地域間幹線系統【橙系統】 

路線名 起点 経由地 終点 
事業許
可区分

運行態様 実施主体 
補助事業
の活用

瑞浪=東駄知

=多治見線 
瑞浪駅前 東駄知 多治見駅前4条乗合※1

路線定期

運行 

東濃鉄道

株式会社 
幹線補助

明智線 瑞浪駅前 陶町口 明智駅前 4条乗合※1
路線定期

運行 

東濃鉄道

株式会社 
幹線補助

 

■フィーダー系統（デマンド交通）【青系統】 

路線名 起点 経由地 終点 
事業許
可区分

運行態様
実施 
主体 

補助事業
の活用

釜戸 釜戸地区⇔瑞浪駅周辺 4 条乗合※1 区域運行 瑞浪市 
フィーダー

補助 

日吉明世 日吉地区⇔瑞浪駅周辺 4 条乗合※1 区域運行 瑞浪市 なし※2 

大湫日吉東部 大湫地区⇒瑞浪駅周辺 4 条乗合※1 区域運行 瑞浪市 なし※2 

※１ 道路運送法第４条を指す 

※２ 令和 5 年度は計画運行回数に対する運行実績割合が 30％を下回ったため補助対象外
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4．基本目標と数値目標 

（1）基本目標と目標指標 
基本方針を達成するための基本目標と目標指標を以下のように設定します。 

 

基本方針 基本目標 目標指標 

1 鉄道、路線バス、

タクシーの使いや

すさ向上 

1-1 

ＪＲ、路線バス、タクシ

ーの維持、活性化 

1－1－1 ＪＲ瑞浪駅、釜戸駅の人口千

人あたりの年間乗車回数 

1－1－2 路線バス、タクシーの人口千

人あたりの年間乗車回数 

2 地域の特性や住民

ニーズにあった交

通手段の確保 

2-1 

コミュニティバス、デマ

ンド交通の活性化 

2－1－1 コミュニティバス、デマンド

交通の人口千人あたりの年間

利用回数 

2-2 

高齢者、高校生の利用維

持、向上 

2－2－1 地域公共交通による人口カバ

ー率 

3 共創で支える地域

公共交通 

3-1 

持続可能な仕組みの構築 

3―1－1 コミュニティバス、デマンド

交通の収支率 

3－1－2 市の運行費用負担額 

3-2 

地域公共交通の魅力度の

向上 

3－2－1 運転免許証自主返納支援制度

の申請者数 
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（2）数値目標 
基本目標 目標指標 基準値 目標 

1－1 

ＪＲ、路線バス、

タ ク シ ー の 維

持、活性化 

1－1－1 

ＪＲ瑞浪駅、釜戸駅の人

口千人あたりの年間乗

車回数 

瑞浪駅 36,672 回/千人・年 

釜戸駅    2,139 回/千人・年 

（令和 3 年度） 

維持 

1－1－2 

路線バス、タクシーの人

口千人あたりの年間乗

車回数 

路線バス 1,480 回/千人・年 

タクシー   2,238 回/千人・年 

（令和 3 年度） 

維持 

2－1 

コミュニティバ

ス、デマンド交

通の活性化 

2－1－1 

コミュニティバス、デマ

ンド交通の人口千人あ

たりの年間利用回数 

コミュニティバス 1,743 回/千人・年

デマンド交通 53 回/千人・年 

（令和 4 年度） 

維持 

2－2 

高 齢 者 、 高 校

生 の 利 用 維

持、向上 

2－2－1 

地域公共交通による人

口カバー率 

83.4％ 

（令和 2 年） 
85.0％ 

3－1 

持続可能な仕

組みの構築 

3―1－1 

コミュニティバス、デマ

ンド交通の収支率 

・コミュニティバス 

8.8％=
収入 5,129 千円

経費 58,581 千円
×100 

・デマンド交通 

12.6％=
収入 768 千円

経費 6,079 千円
×100 

（令和 4 年度） 

基準値計算式におけ

る収入に対し人口増

減率を加味した数値

を維持 

3－1－2 

市の運行費用負担額 58,763 千円 

（令和 4 年度） 

基準値計算式におけ

る収入に対し人口増

減率を加味した数値

を維持 

3－2 

地域公共交通

の魅力度の向

上 

3－2－1 

運転免許証自主返納

支援制度の申請者数 

75 人 

（令和 4 年度） 
増加 

※「人口増減率」とは、基準値年度の 4 月 1日時点の人口から目標値の 4 月 1日時点の人口

増減率とする。 
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第 9 章 目標を達成するための事業及び実施主体 

1．事業概要 

目標を達成するため、以下の事業を実施します。 

以下の事業のうち、「2－1－②デマンド交通の再編」「2－2－①自家用有償旅客運送等

の推進」「3－2－①交通ＤＸの取組」については、計画期間中に優先して取り組む「重

点事業」とします。 

 

基本方針 基本目標 事業 

1 鉄道、路線バス、

タクシーの使いや

すさ向上 

1－1 

ＪＲ、路線バス、タ

クシーの維持、活性

化 

1－1－① 駅における交通結節機能の強化

1－1－② 路線バスの効率的な運行と利用

促進 

1－1－③ タクシーの効率的な運行と利用

促進 

2 地域の特性や住民

ニーズにあった交

通手段の確保 

2－1 

コミュニティバス、

デマンド交通の活性

化 

2－1－① コミュニティバスの再編 

【重点事業】 

2－1－② デマンド交通の再編 

【重点事業】 

2－1－③ コミュニティバスと公立学校ス

クールバスとの再編・連携 

2－2 

高齢者、高校生の利

用維持、向上 

2－2   自家用有償旅客運送等の推進 

【重点事業】 

3 共創で支える地域

公共交通 

3－1 

持続可能な取組の構

築 

3―1－① 企業などとの協賛 

3―1－② 私立学校スクールバス、企業送

迎バスとの連携 

3－1－③ 東濃中部地域の新病院へのアク

セス確保 

3－1－④ バス・タクシー運転手の確保 

3－2 

地域公共交通の魅力

度の向上 

3－2－① 交通ＤＸの取組 

【重点事業】 

3－2－② 市民、各種団体などとの連携に

よる利用促進活動の実施 
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2．個別事業の概要 

基本方針 1 鉄道、路線バス、タクシーの使いやすさ向上 

基本目標 1－1 ＪＲ、路線バス、タクシーの維持、活性化 
 

1―1－① 駅における交通結節機能の強化 

実施主体 ＪＲ、東濃鉄道株式会社、タクシー各社、瑞浪市 

概要 

瑞浪駅、釜戸駅では、交通結節点における乗継利便性を高め、利用者の満

足度向上、利用者数の増加につなげるため、市は交通事業者と協力し、鉄道

待ち空間の確保、交通機関のダイヤ調整、バリアフリーの促進、観光客への

案内の充実などを進めます。 

 

1―1－② 路線バスの効率的な運行と利用促進 

実施主体 東濃鉄道株式会社、瑞浪市 

概要 

路線バスは、利用者減少、運転手の不足などの課題に対応して持続可能な

地域公共交通とするため、効率的な運営体制を工夫します。 

東濃鉄道株式会社は、利用実態や運転手の適正配置に合わせた運行ダイヤ

により効率的な運行を行います。 

市は、沿線市、岐阜県及び東濃鉄道株式会社と連携し、運行情報や沿線情

報の発信など、利用促進に向けた取組を行います。 

市内の路線バスとコミュニティバスとの運賃体系における整合を図り、利

用者の運賃負担を軽減するための検討を行います。 

 

1―1－③ タクシーの効率的な運行と利用促進 

実施主体 タクシー事業者、瑞浪市 

概要 

タクシーは、利用者減少、運転手の不足などの課題に対応して持続可能な

地域公共交通とするため、効率的な運営体制を工夫します。 

タクシー事業者は、地域内の短距離移動を促すため低額で利用できる運行

制度などの多様な運賃制度、タクシー配車アプリの活用、相乗りサービスの

検討など、市民が利用しやすくなる取組を行います。 

市は、タクシー事業者と連携し、市民に各種施策の情報提供などを行いま

す。 
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基本方針 2 地域の特性や住民ニーズにあった交通手段の確保 

基本目標 2－1 コミュニティバス、デマンド交通の活性化 
 

2―1－① コミュニティバスの再編【重点事業】 

実施主体 瑞浪市、地域、交通事業者 

概要 

市は、市民の買物、通院などの利用がしやすくなるよう、地域やバス事業

者と協議・調整を図り、コミュニティバスの運行ルート、サービス水準（運

行ダイヤ、運行日、運賃）を見直します。 

 

○陶線： 

利用者数の減少に対応するとともに、交通空白地を改善し利便性を高め

るため、デマンド交通への見直しなどに向けて、地域との協議、調整を行

います。合わせて東鉄バス明智線への乗継を支援するため、上限運賃制

度、乗継割引などの施策を検討します。 

○稲津・山田地区： 

コミュニティバス萩原線の利用が減少しており、交通空白地区も存在す

るため、東鉄バス明智線との役割分担に配慮し、ＡＩオンデマンド交通の

導入について地域、交通事業者と検討します。 

○その他の路線： 

利用実態に合わせてルート、ダイヤを見直します。 

 

2―1－② デマンド交通の再編【重点事業】 

実施主体 瑞浪市、地域、交通事業者 

概要 

市は、市民の買物、通院などの利用がしやすくなるよう、地域や交通事業

者と協議・調整を図り、デマンド交通の運行ルート、サービス水準（運行ダ

イヤ、運行日、運賃）を見直します。 

コミュニティバスの利用減少が進む路線については、利便性向上及び効率

運行の観点からデマンド交通への見直しを進めます。 

 

○大湫～日吉東部ルート、日吉～明世ルート： 

利用者数が減少傾向のため、ルート・運行時間の見直し、住民説明会の

開催などによる利用促進の取組を実施します。 

○釜戸ルート 

利用者数は増加傾向であり、これを維持していくため、地域、交通事業

者と協力して利用促進の取組を推進します。 

 

2－1－③ コミュニティバスと公立学校スクールバスとの再編・連携 

実施主体 瑞浪市、瑞浪市教育委員会 

概要 

児童・生徒の安全な通学環境を確保するとともに、交通事業者の運転手不

足への対応、市の費用負担軽減などによる持続可能な地域公共交通を目指

し、コミュニティバスとスクールバスとの再編・連携を推進します。 

本計画期間内では、関係者との調整を進め、実現の道筋を明確化します。
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基本目標 2－2 高齢者、高校生の利用維持、向上 
 

2―2 自家用有償旅客運送等の推進【重点事業】 

実施主体 地域、瑞浪市、交通事業者 

概要 

路線バス、コミュニティバス、デマンド交通を利用しづらい地域におい

て、自家用有償旅客運送等の導入を推進します。 

地域が主体となって運行方法、ルート、ダイヤ、運賃などについて検討

し、市と協議のうえ、実現を目指します。運行方法は、交通空白地有償運

送、ライドシェアなど、多様な方法から選択します。 

デマンド交通の利用減少が進む路線については、利便性向上と効率運行の

観点から自家用有償旅客運送等への見直しを進めます。 

市は、運行補助を検討するとともに、瑞浪市地域公共交通協議会での協議

を支援します。 

地域は、持続可能な取組となるよう数値目標を設定し、利用促進の取組を

実施します。 

 

  



71 

基本方針 3 共創で支える地域公共交通 

基本目標 3－1 持続可能な取組の構築 
 

3―1－① 企業などとの協賛 

実施主体 瑞浪市、企業 

概要 

コミュニティバス、デマンド交通を将来にわたって運行を維持するため、

市は、企業などと連携した次のような取組を推進します。 

・企業向けの協賛金制度を創設します。協賛金を頂いた企業のリストを車

両や市のホームページに掲載するなど、企業にとってメリットのある取

組とし、企業のＣＳＲ5として取り組めるようにします。 

・地域公共交通を利用できない市民の買物などの生活を支援するため、民

間による生活支援サービスの導入を促します。 

 

3―1－② 私立学校スクールバス、企業送迎バスとの連携 

実施主体 瑞浪市、教育機関、企業 

概要 
コミュニティバス、デマンド交通が運行していない地域、時間帯におい

て、高校・大学のスクールバス、企業の送迎バスを市民が利用できるように

するなど、連携した取組を推進します。 

 

3－1－③ 東濃中部地域の新病院へのアクセス確保 

実施主体 瑞浪市、東濃中部病院事務組合、交通事業者 

概要 

東濃中部地域の新病院への地域公共交通によるアクセスを確保します。 

市は路線バス、コミュニティバス、デマンド交通と接続する新病院アクセ

ス路線を確保するなどの具体的な施策の実現に向けて、関係者と調整しま

す。 

 

3－1－④ バス・タクシー運転手の確保 

実施主体 瑞浪市、交通事業者 

概要 
路線バス、コミュニティバス、スクールバス、デマンド交通及びタクシー

を将来にわたって維持していくため、運転手不足の解消に向け、事業者及び

行政が連携して運転手の確保に取り組みます。 

 

 

 

  

 
5 Corporate Social Responsibility の略。「企業の社会的責任」のことで、企業活動において、社会的公正や環境

などへの配慮を組み込み、従業員、投資家、地域社会などの利害関係者に対して責任ある行動をとるとともに、説明

責任を果たしていくことを求める考え方のこと。 
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基本目標 3－2 地域公共交通の魅力度の向上 
3―2－① 交通ＤＸの取組【重点事業】 

実施主体 瑞浪市、交通事業者、市内団体 

概要 

運転手不足への対応及び一定水準以上の運行サービスを確保する取組とし

て、自動運転バスの導入にむけて、技術動向や導入可能性を調査研究しま

す。 

地域住民や観光客の移動における利便性向上など、地域が抱えるさまざま

な課題への解消に向けた一助として、ＭａａＳの導入を検討します。 

 

3―2－② 市民、各種団体などとの連携による利用促進活動の実施 

実施主体 市民、市内団体、瑞浪市、交通事業者、警察 

概要 

（市民向けの取組） 

・将来のバス利用者である児童や一般市民を対象に、路線バスやコミュニテ

ィバスなどの存在や必要性を認識してもらうとともに、マイバス意識の醸

成や利用促進を図るため、市は、広報活動や地域住民と一体となった取組

を実施します。 

・市は、市内公共交通の時刻表を作成し、市内全世帯への配布の他、転入者

への配布を行い、公共交通の利用促進に繋げます。 

・デマンド交通の新規登録者の開拓と利用促進に向け、市は、交通事業者と

連携して、乗り方教室の開催やデマンド交通登録者への利用の働きかけな

どを実施します。 

（各種団体との連携） 

・「地域の公共交通は地域で守る」という意識の醸成や利用促進を図るた

め、市は、自治会、長寿クラブ、商業施設などと一体となった広報活動な

どを推進します。 

・瑞浪市観光協会は、令和5年度に実施したデマンド交通の実証実験結果を

踏まえ、観光利用向けのデマンド交通の継続的な運行など、観光施設への

公共交通でのアクセス確保に向けた取組を検討します。 

・市は、交通安全協会や警察と連携し、高齢者の運転免許証自主返納を促

し、公共交通機関への利用転換を図るため、運転免許証自主返納支援制度

の周知を行います。 

・公共施設や商業施設で実施するイベント情報を提供する際に、実施者は公

共交通利用を案内します。 
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3．事業実施スケジュール 

次のスケジュールで各事業を進めます。 

 

事業 Ｒ6 年度 Ｒ7 年度 Ｒ8 年度 Ｒ9 年度 Ｒ10 年度
1－1－① 駅における交通結節機

能の強化 

 調整実施    

1－1－② 路線バスの効率的な運

行と利用促進 

調整実施     

1－1－③ タクシーの効率的な運

行と利用促進 

調整実施     

2－1－① コミュニティバスの再

編 

【重点事業】 

調整  実施   

2－1－② デマンド交通の再編

【重点事業】 

調整実施     

2－1－③ コミュニティバスと公

立学校スクールバスと

の再編・連携 

 調整実施    

2－2   自家用有償旅客運送等

の推進 

【重点事業】 

調整実施     

3－1－① 企業などとの協賛 

 調整実施    

3－1－② 私立学校スクールバ

ス、企業送迎バスとの

連携 

調整  実施   

3－1－③ 東濃中部地域の新病院

へのアクセス確保 

調整 2 月運行    

3－1－④ バス・タクシー運転手

の確保 

調整実施     

3－2－① 交通ＤＸの取組 

【重点事業】 

調査研究     

3－2－② 市民、各種団体などと

の連携による利用促進

活動の実施 

継続実施     



74 

第 10 章 評価・改善方法 

1．基本的な考え方 

本市の地域公共交通を持続可能かつ利便性の高いものとしていくため、計画（Plan）、

実行（Do）、評価（Check）、改善（Action）のＰＤＣＡサイクルを繰り返し、改善を図

っていきます。 

評価に当たっては、本計画で定めた数値目標と実績値の比較に加えて、各実施事業の

実施状況・成果についても対象とします。 

 

2．評価の方法及びスケジュール 

（1）評価の実施主体 
瑞浪市地域公共交通協議会が実施主体になります。 

 

（2）評価方法 
① 数値目標達成状況の評価 

計画の目標に定めた指標については、毎年、その達成状況を確認します。 

数値目標は令和10年度の目標値となることから、達成状況については、次のように評

価します。 

Ａ評価：数値目標の 10 割達成 

Ｂ評価：数値目標の 8 割以上 10 割未満達成 

Ｃ評価：数値目標の 8 割未満達成 

 

② 実施事業の評価 
本計画に示した事業については、実施スケジュールに対して的確に実施しているかど

うか、どのような実施効果があったか、改善すべき事項等について毎年度評価し、必要

に応じて改善します。 
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3．評価・改善のスケジュール 

評価・改善は、下記のスケジュールで行います。 

 

■評価スケジュール                       ●：実施 

 
年 度 

Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 

数値目標の評価・改善 ● ● ● ● ● 

実施事業の評価・改善 ● ● ● ● ● 

次期計画の作成     ● 

 

各年度ごとには、下記のスケジュールを基本としますが、検討テ―マの有無によって

瑞浪市地域公共交通協議会のスケジュールは柔軟に対応します。 

 

■年度ごとのスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

次期計画期間

2029年度

Plan
(計画）

Do
(実施）

Check
(評価）

Action
（改善）

主な行事

協議会

計画期間前計画期間

2023年度 2024年度 2025～2027年度 2028年度

計
画
・
事
業
の
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

計画、事業の実施

■
確
保
維
持

改
善
計
画

●

計画、事業の実施

●バス利用者アン
ケートなど

事業、
目標達
成状況
の評価

改善策
の検討

必要に応
じて改訂

計画、事業の実施

●バス利用者アン
ケートなど

事業、
目標達
成状況
の評価

改善策
の検討

次期計画の検討・策定

●バス利用者アン
ケートなど

事業、
目標達
成状況
の評価

改善策
の検討

計画、事業の実施

■
確
保
維
持

改
善
計
画

■
確
保
維
持

改
善
計
画

■
自
己
評
価
・

第
三
者
評
価

● ● ●● ●

地域公共交通計画
の検討・策定

■
自
己
評
価
・

第
三
者
評
価

■
自
己
評
価
・

第
三
者
評
価
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4．評価・改善のためのデータ収集 

評価・改善のために収集するデータの出典は下記のとおりです。 

 

表 評価・改善のためのデータ 

目標 指標 データの出典 算出式 周期 集計期間

1－1 
ＪＲ、路線バ
ス、タクシーの

維持、活性化 

1－1－1 

ＪＲ瑞浪駅、釜戸

駅の人口千人あ

た り の 年 間乗車

回数 

乗車人数： 

交通事業者から

データ提供 

人口： 

住民基本台帳 

年間乗車人数（４～３

月）÷各年度人口※1×

1,000 

毎年 4～3 月 

1－1－2 

路線バス、タクシ

ーの人口千人あ

た りの 年 間乗車

回数 

乗車人数： 

交通事業者から

データ提供 

人口： 

住民基本台帳 

年間乗車人数（４～３

月）÷各年度人口※1×

1,000 

毎年 4～3 月 

2－1 
コミュニティバ
ス、デマンド交
通の活性化 

2－１－1 

コミュニティバス、

デマンド交通の人

口 千 人 あ た り の

年間利用回数 

乗車人数： 

市資料 

人口： 

住民基本台帳 

年間乗車人数（４～３

月）÷各年度人口※1×

1,000 

毎年 4～3 月 

2－2 
高齢者、高校生
の利用維持、向
上 

2－2－１ 

地域公共交通に

よる人口カバー率 

人口： 

国勢調査 

メッシュ人口 

鉄道駅より 1 ㎞以遠、

バス停・デマンド交通フ

リー乗降区間より 300

ｍ以遠の人口（国勢調

査メッシュ人口より図上

計測）÷国勢調査人口 

5 年毎 
10/1 

時点※3 

3－1 
持続可能な仕組
みの構築 

3―1－1 

コミュニティバス、

デマンド交通の収

支率 

収入、経費： 

市資料 

人口： 

住民基本台帳 

収入（４～３月）÷経費

（４～３月）×100×人口

増減率※2 

毎年 4～3 月 

3－1－2 

市の運行費用負

担額 

運行費用負担額：

市資料 

人口： 

住民基本台帳 

収入（４～３月）÷経費

（４～３月）×100×人口

増減率※2 

毎年 4～3 月 

3－2 

地域公共交通の
魅力度の向上 

3－2－1 

運転免許証自主

返納支援制度の

申請者数 

運転免許証自主

返納支援制度の

申請者数： 

市資料 

運転免許証自主返納

支援制度の申請者数

（４～３月） 

毎年 4～3 月 

※1 各年度の 4 月 1 日時点人口 

※2 基準値年度の 4 月 1 日時点の人口から目標値の 4 月 1 日時点の人口増減率 

※3 次回の国勢調査は令和 7 年 10 月 1 日に実施予定 

 

 


